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１  施設及び設備の維持管理に関する仕様書 

 

Ⅰ章 総 則 

１ ． 概要 

本仕様書は、 神戸市立ポート アイ ラ ンド スポーツセンタ ーの敷地・ 建築物・ その他構造

物（ 以下「 施設」 と いう 。） 及び電気・ 機械設備（ 以下「 設備」 と いう 。） の点検・ 保守業

務及び修繕業務、 設備の運転・ 監視業務等を円滑に実施するために必要な事項を定めたも

のである。  

２ ． 対象施設・ 設備概要 

＜別紙１ ＞に記載のと おり 。  

３ ． 法令の遵守等 

  本業務の実施にあたっ ては、 関係法令を遵守する こ と 。  

４ ． 施設管理業務責任者の選任 

  本業務の実施にあたり 、施設管理業務責任者を 選任するこ と 。施設管理業務責任者と は、

本業務のすべてを 総括的に把握し 執行する者で、本業務における指定管理者の責任者を い

う 。  

５ ． 法定資格者の選任 

  本業務の実施にあたり 、 ＜別紙２ ＞に記載する法定資格者を選任するこ と 。 なお、 資格

者は重複し ても 差し 支えない。  

６ ． 消耗品等 

   本業務に必要な工具類、＜別紙３ ＞に記載する 消耗品等は、指定管理者が負担するこ と 。 

７ ． 損害補償 

   管理上の瑕疵による、設備の故障等に伴う 事業停止等に係る指定管理者の損害について、

神戸市はこ れを補償し ない。  

８ ． 業務の引継ぎ 

指定管理者は､指定期間終了の日までに「 次期指定管理者」 に対し て本仕様書に記載す

る業務に関する引継ぎを行わなければなら ない。  

「 次期指定管理者」 と は本指定期間後の指定管理者で、 本期間の指定管理者と 同一の場

合はこ の限り では無い。  

 ９ ． 施設・ 設備管理台帳 

     指定管理者は施設・ 設備管理台帳（ 機器仕様・ 保守・ 点検・ 修繕・ 緊急対応の履歴の記

録、 図面など） を 電子データ により 作成し 、 常に最新の状態に整理を行う こ と 。  

指定管理者において、 保守・ 点検、 修繕及び緊急対応等を 行っ た場合、 指定管理者は完

了後直ちにその内容、 完了日、 施工業者等を施設・ 設備管理台帳に記載するこ と 。  

作成し た施設・ 設備の維持管理に関する資料（ 管理台帳、図面等） は神戸市に帰属する。  

10． その他 

本仕様書に記載なき こ と も 施設及び設備の維持管理に必要な事項はこ れを行う こ と 。  

 

1



Ⅱ章 保全業務 

１ ． 施設管理業務全体計画書 

下記項目を記載し た施設管理業務全体計画書を 作成し 、業務開始前までに神戸市の承諾

を 得るこ と 。なお、内容に変更が生じ た場合には、その都度訂正し 神戸市に届け出るこ と 。  

(1) 業務体制表（ 施設管理業務責任者を 明記するこ と ）  

(2) 法定資格者選任一覧表 

(3) 年間工程表（ 当該年度の月ごと 及び業務内容ごと の工程表）  

２ ． 各種届出書等 

   下記項目について、 その写し を 神戸市に提出するこ と 。  

(1) 本業務に関係する各種法令に基づき 作成し た書類など 

(2) 法定資格者と し て選任し たも のが資格を有する こ と を 証明する書類 

３ ． 業務内容 

「 Ⅰ章２ ． 対象施設・ 設備概要」 ＜別紙１ ＞の点検、 保守及び修繕等の保全業務を 行い、

常に良好な状態、 性能及び美観を 維持するよう 努めるこ と 。 業務仕様は指定管理者が決定

し こ れを 行う が、 下記に指定する項目は必ず実施するこ と 。  

(1) 運転・ 監視及び日常点検・ 保守業務 

① 「 建築保全業務共通仕様書（ 最新版を 適用）」（ 一般財団法人 建築保全センタ ー 

発行） に基づき 実施するこ と 。 なお、 こ れに依ら ない場合、 神戸市に承諾を 得る

こ と 。  

② 設備の運転状況や光熱水使用量等については定期的（ 年１ 回） に記録をと り 神戸

市に報告する こ と 。（「 Ⅱ章４ ． 報告」 の報告書に含む）  

③ 業務時間外は、 ２ 4 時間遠隔監視を行う こ と 。 なお、 警報発報に際し ては、 速や

かに対処する こ と 。  

④ 各機器の運転に際し ては、 省エネルギーに留意し て行う こ と 。 なお、「 エネルギー

の使用の合理化等に関する法律」 に規定さ れるエネルギー使用状況届出書の届出

対象施設については、 神戸市と 協議のう え届出するも のと する。  

⑤ 神戸市が定める「 市有施設の安全点検マニュ アル」 に基づき 、 年 2 回以上の日常

点検を行い、 記録を保管するこ と 。  

(2) 定期点検等及び保守業務 

① ＜別紙４ ＞の項目に該当する法令点検、 定期点検は、 特記なき 場合は「 建築保全

業務共通仕様書（ 最新版を 適用）」（ 一般財団法人 建築保全センタ ー 発行） に

基づき 実施するこ と 。 なお、 こ れに依ら ない場合、 業務実施前に神戸市に承諾を

得るこ と 。  

法令点検のう ち公共建築物定期点検については、「 建築基準法」 及び「 神戸市公共

建築物の定期点検の実施及び報告に関する要綱」 に基づき 実施し 、 神戸市に報告

するこ と 。 また、 神戸市の要望に応じ 、 神戸市建築住宅局長に報告を 行う 際に同

行し 、 必要に応じ て点検結果の説明を おこ なう こ と 。  

② ＜別紙５ ＞の項目に該当する機器の定期点検及び保守業務等は、 ＜別紙５ ＞に記
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載する仕様書を参考に実施するこ と 。 なお、 こ れに依ら ない場合、 業務実施前に

神戸市に承諾を得るこ と 。  

③ その他、 法令等の規定により 義務付けら れている必要な点検等については、 法令

等を 遵守し 実施するこ と 。  

(3) 修繕及び改修工事等 

① 上記(1)～(2)の結果、 修繕または改修工事等が必要であると 判明し た場合は、「 Ⅲ

章 修繕及び改修工事等」 に基づき こ れを 処理するこ と 。  

② 協定書及び仕様書基づき 別途協議が必要なも のについては、 神戸市が指定する期

日までに、 改修を 要する箇所・ 内容・ 当該箇所の写真及び費用等を 記載し た工事

計画書（ 指定様式） を 策定し 神戸市に提出するこ と 。  

③ 費用については、 公開単価の使用、 複数見積の取得等、 その妥当性が判断でき る

も のと するこ と 。  

４ ． 報告 

(1) 上記 3 に示す保全業務に関する報告書を、 承諾を 受けた「 施設管理業務全体計画書」

に基づき 、 神戸市に提出するこ と （ 年度末の年次報告書を 含む）。  

５ ． 検査 

(1) 神戸市は、「 ４ ．報告」に示す報告書や神戸市が別途指定する検査表による検査を 行う 。  

(2) 神戸市は(1)以外に必要に応じ て保全業務の執行状況について検査等（ 実地調査（ モニ

タ リ ング） を 含む）） を行う 。  

(3) 指定管理者は(1)及び(2)により 、神戸市が業務改善又は修繕等を指示し た場合、こ れに

従う こ と 。  

 

Ⅲ章 修繕及び改修工事等 

１ ． 神戸市が所有する 施設及び設備等の修繕等について 

(1) 修繕 

① 修繕と は、 施設及び設備の劣化や損傷部分、 機器等の性能又は機能を 原状あるい

は実用上支障のない状態まで回復さ せるこ と を示し 、 下記の取扱区分に従い、 請

負業者の選定・ 修繕費の支払い等、 全て指定管理者において行う こ と 。  

ア． 神戸市が定める修繕予算額の範囲内の場合 

    a． 一件あたり 50 万円以下の修繕の場合 

      指定管理者の裁量において行う 。  

    b． 一件あたり 50 万円を 超える修繕の場合 

      指定管理者は、 修繕の内容について事前に神戸市と 協議を 行う 。  

      協議の結果、 修繕を 実施する場合は、 指定管理者の裁量において行う 。  

イ ． 神戸市が定める修繕予算額の範囲外の場合 

一件あたり の金額に関係なく 、 指定管理者は、 修繕の内容について事前に神戸市

と 協議を 行う 。  

協議の結果、 修繕を実施する場合は、 指定管理者の裁量において行う 。  
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修繕の費用は、 神戸市と 協議を行う 。  

② 修繕を実施し た場合は、「 Ⅱ章４ ． 報告」 に基づき 、 神戸市に報告書（ 図面・ 写真

等を 含む） を 提出すると と も に、 施設・ 設備管理台帳に記載するこ と 。 また、 神

戸市が修繕のやり 直し を指示し た場合、 こ れに従う こ と 。  

③ 修繕し た機材等の所有権は神戸市に帰属する。  

(2) 改修工事等 

① 改修工事と は、 資本的支出に該当する工事であり 、 大規模改装、 新築・ 増築・ 改

築、 改造・ 改装と し 、 それぞれの区分は以下のと おり と する。（ 以下、「 改修工事

等」 と 示す。）  

ア． 大規模改装 

施設の主要構造部（ 壁、 柱、 床、 はり 、 屋根又は階段（ 建築基準法第２ 条第５

号）） の一種以上の過半に係る修繕、 模様替えを 示す。  

イ ． 新築・ 増築・ 改築 

施設の延床面積の増（ 減） に係る行為を 示す。  

ウ． 改造・ 改装 

上記ア、 イ 以外の建築等行為を示す。  

② 改修工事等に係る費用は、 全て神戸市が負担する。  

③ 改修工事等は、 全て神戸市が行う 。  

④ 改修工事等を 行う 必要が発生し た場合には、指定管理者は神戸市に対し て、「 Ⅱ章

３ ． (3)－①工事計画書（ 以下「 工事計画書」 と いう 。）」 にて工事の依頼を 行う こ

と が出来る。 神戸市は工事の依頼があっ た場合、 工事の必要性、 工事計画書の妥

当性等を 検討し 、 予算措置がさ れた場合のみ工事を 行う 。 なお神戸市の決定に対

し 異議は認めないも のと する。  

⑤ 神戸市が決定し た工事の工期、 日程、 工法等について、 異議は認めないも のと す

る 。 工事にあたっ て指定管理者はこ れに協力するこ と 。  

２ ． 指定管理者が投資し て設置し た施設及び設備等の補修等について 

(1) 修繕 

① 修繕に係る費用は、 全て指定管理者が負担する。  

② 修繕は、 全て指定管理者が行う 。  

(2) 改修工事等 

① 改修工事等に係る費用は、 全て指定管理者が支払う 。  

② 改修工事等は、 全て指定管理者が行う 。  

③ 改修工事等を 行う 場合、 事前に神戸市と 協議を行い、 神戸市が承諾し た後施工す

る こ と 。  

④ 改修工事等の完了後、 直ちに神戸市に報告書（ 図面、 施工前後の写真等） を 提出

するこ と 。 神戸市が施工のやり 直し を 指示し た場合、 こ れに従う こ と 。  

⑤ 指定管理者が、 その指定の期間が終了し た場合、 又はその指定を 取り 消さ れ、 若

し く は期間を 定めて管理の業務の全部若し く は一部の停止を命ぜら れた場合、 速
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やかに原状に回復するこ と 。 原状に回復し た後、 直ちに神戸市に報告書（ 施工前

後の写真等） を提出するこ と 。 神戸市が施工のやり 直し を 指示し た場合、 こ れに

従う こ と 。  

３ ． 緊急対応 

(1) 点検等により 、 施設及び設備等の脱落、 落下又は転倒の恐れがある場合、 また、 継続

使用するこ と により 著し い損傷又は関連する部材・ 機器等に影響を及ぼすこ と が想定

さ れる場合は、 その区域を 立入禁止にする等の危険防止措置を 講じ ると と も に、 簡易

な方法により 応急措置を実施し 速やかに神戸市に報告するこ と 。  

(2) 災害時、 事故時又は機器故障等の緊急対応は、 指定管理者が行う 。 緊急対応後、 修繕

範囲外と 予測さ れる場合、 神戸市と 協議の上その後の処置を決定する。 なお、 指定管

理者は、 災害時、 事故時又は施設の休業に及ぶなどの重大な機器故障等の発生時は、

神戸市に速やかに状況報告を 行い、後日詳細な発生状況や対応結果などを 記載し た報

告書を提出するこ と 。  

(3) 照明器具用安定器、 ト ラ ンス及びコ ンデンサ等の電気機器において、 ポリ 塩化ビフ ェ

ニル(PCB)の使用が判明し た場合は、 神戸市に速やかに報告するこ と 。  
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＜別紙１ ＞ 対象施設・ 設備概要 

 

１ ． 機器一覧表（ 防災設備）  

２ ． 機器一覧表（ 電気設備他）  

３ ． 機器一覧表（ 機械設備）  

 

  各表記載の対象施設・ 設備の名称、 仕様、 数量等は参考扱いと する。  
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機器一覧表（防災設備）

２項（ロ）　防火対象物

受信機 Ｐ型１級　３７/４０窓 1 面 ホーチキ㈱製
副受信機 1 面 地階中央監視室
差動式分布型感知器 空気管式 - 個
差動式スポット型 115 個
定温式スポット型 17 個
煙式スポット型光電非蓄積 16 個
煙式分離型光電非蓄積 10 個
煙式スポット型ｲｵﾝ化式非蓄積 54 個
中継器 - 個
発信機 P型１級 21 個
表示灯 21 個
音響装置 24 個
消火栓起動装置 1 個
常用電源 交流電源 1 組
予備電源 内蔵型、蓄電池 1 組 24V  4AH
非常電源 1 組

非常業務兼用放送アンプ 9/10回路  360W 1 式
□自火報非連動
■自火報連動

スピーカ 68 台
遠隔操作器 1 台 地階中央監視室
操作部 1 台 1階事務室
起動装置 押しボタン 1 式
起動装置 非常電話 式
常用電源 交流電源 1 組
非常電源 内蔵型、蓄電池 1 式 24V 6AH  24V 3.5AH  

受信機 受信機 1／5窓 1 面
■自火報受信機一体
□別置

副受信機 - 面
検知器 2 個
警報装置 2 個
常用電源 交流電源 1 組
予備電源 内蔵型、蓄電池 1 組 24V 0.9AH

誘導灯 大型（Ａ級） 28 台
誘導灯 中型（Ｂ級） 30 台
誘導灯 小型（Ｃ級） 12 台
信号装置 - 台

送水口 65A双口型 1 組 南側道路面
放水口 65A単口型 1 組 地階中央階段
水冷式ディーゼル発電機 300ｋVA 1 基 地階発電機室
燃料タンク 1950L 1 台
鉛蓄電池 50Ah 1 式
保護箱 壁掛型 1 箇所 地階機械室、100V
表示灯 - 個

連動制御盤 9/10窓 1 面
■自火報受信機一体
□別置

防火扉 ラッチ式 2 面
シャッター レリーズ式 1 台
可動式防煙垂壁 - 面
防火ダンパー - 台
垂れ壁 4 面
連動煙感知器 光電式 4 個
連動煙感知器 イオン化式 - 個
予備電源 内蔵型、蓄電池 1 個 24V  4AH

誘導灯

ガス漏れ警報設備

自動火災報知設備

連結送水管設備

非常警報器具
(非常放送設備）

非常用発電機設備

非常コンセント設備

防排煙設備

備考仕様 数量

建物用途

設備名称 単位機器名称
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機器一覧表（防災設備）

備考仕様 数量設備名称 単位機器名称

消火剤貯蔵容器 68L×4 1 式 地階ボンベ室
容器弁開放装置 ガス圧式 1 式
起動小容器 1L×3 1 式
起動用操作盤 1 面
音響装置 1 組
圧力スイッチ - 個
放出表示灯函 6 台
ヘッド 1 式 電気室、発電機室
消火器 粉末１０型 58 本
消火器 大型 1 本
加圧送水装置 100φ×750L/m×56m 1 組 15kW　地階ﾎﾟﾝﾌﾟ室
操作盤 1 面
消火栓 ﾎｰｽ15m×2 10 組
起動スイッチ 10 個
表示灯 10 灯
呼水装置 100L 1 式
水源 34.4㎥ 1 基 床下貯水槽

-
加圧送水装置 100φ×900L/m×47m 1 組 15kW　地階ﾎﾟﾝﾌﾟ室
起動装置 1 組
ヘッド 2系統 502 個 72℃
操作盤 1 面
流水検知装置 1 式
表示盤 1 面
呼水装置 100L 1 式
送水口 ６５Ａ双口埋込型 1 箇所 １階南側
圧力スイッチ 0.4MPa 1 個 起動用
一斉開放弁 - 個
一次圧調整弁 - 個
水源 34.4㎥ 1 基 床下貯水槽
補助散水弁 - 個
手動開放弁 - 組
制御装置、電磁弁等 1 式

式非常用の照明装置 1

スプリンクラー設備

ハロゲン化物消火設備

消火器具

屋内消火栓設備

8



機器一覧表（電気設備他）

受変電設備 高圧引込　3相3線式　6,600V　60Hz

競技場照明 油入変圧器 6,600/182Y-105V 3φ4W　 300KVA 1 2017
競技場掲示 油入変圧器 6,600/440Y-254V 3φ4W　 100KVA 1 2017
動力 No.1 油入変圧器 6,600/210V 3φ3W 200KVA 1 2017
動力 No.2 油入変圧器 6,600/210V 3φ3W 200KVA 1 2017
電灯 No.1 油入変圧器 6,600/210V-105V 1φ3W　 75KVA 1 2017
電灯 No.2 油入変圧器 6,600/210V-105V 1φ3W　 75KVA 1 2017
非常用 乾式変圧器 210/210-105V 3φ1φ3W 20KVA 1 2009

配電盤 受電盤 1 2017
配電盤 高圧引込盤 1 2017
配電盤 高圧冷凍機盤 1 2017
配電盤 高圧饋電盤 1 2017

配電盤 電灯盤No.1 1 2017
配電盤 電灯盤No.2 1 2017
配電盤 動力盤No.1 1 2017
配電盤 動力盤No.2 1 2017
配電盤 整流器盤 1 2017
配電盤 競技場照明掲示盤 1 2017

接地（接地端子箱） Ａ種 1 2017
Ｂ種 1 2017
Ｄ種 1 2017
C種 1 2017
P 1 2017
C 1 2017

52R 受電用遮断器 VCB 7.2kV 600A 12.5KA 1 2017
52F1 高圧冷凍機No.1 VCB 7.2kV 400A 8KA 1 2017
52F2 高圧冷凍機No.2 VCB 7.2kV 400A 8KA 1 2017
52F3 高圧饋電盤No.1 VCB 7.2kV 400A 8KA 1 2017
52F4 高圧饋電盤No.2 VCB 7.2kV 400A 8KA 1 2017

SC1 進相コンデンサ用電磁接触器 VCS 6.6kＶ　200Ａ 1 2002
SC2 進相コンデンサ用電磁接触器 VCS 6.6kＶ　200Ａ 1 2002
SC3 進相コンデンサ用電磁接触器 VCS 6.6kＶ　200Ａ 1 2002
42 ２極双投開閉器 MCDT 800A 1 2009

電灯No.1 負荷開閉器 LBS 7.2kV   100A 1 2017
電灯No.2 負荷開閉器 LBS 7.2kV   100A 1 2017
競技場照明 負荷開閉器 LBS 7.2kＶ　100Ａ 1 2011
競技場掲示 負荷開閉器 LBS 7.2kＶ　100Ａ 1 2011
動力 No.1 負荷開閉器 LBS 7.2kＶ　100Ａ 1 2011
動力 No.2 負荷開閉器 LBS 7.2kＶ　100Ａ 1 2011
SC1用 負荷開閉器 LBS 7.2kＶ　200Ａ 1 2002
SC2用 負荷開閉器 LBS 7.2kＶ　200Ａ 1 2002
SC3用 負荷開閉器 LBS 7.2kＶ　200Ａ 1 2002

受電用 計器用変成器 VT 6600/110V 2 2017
CT 200/5A 2 2017

高圧冷凍機用 CT 60/5A 2 2017
饋電No.1用 CT 75/5A 2 2017
饋電No.2用 CT 50/5A 2 2017

商用電圧検出用 VT 6600/110V 1 2017
発電電圧検出用 VT 6600/110V 1 2017

ZCT 受電用零相変流器 ZCT 6.9kＶ　1000Ａ 1 2017
高圧冷凍機用零相変流器 ZCT 6.9kＶ　200Ａ 1 2017

ZPC 受電用 ZPC 6.6kV 1 2017

LA 避雷器 LA 8.4kV 2500A 3 1980 受電室 B１階

設置年記号 機器名 仕　　　　　　様 電気容量
台
数

設置場所

受電室 B１階

受電室 B１階

受電室

受電室 B１階

受電室 B１階

受電室 B１階
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機器一覧表（電気設備他）

設置年記号 機器名 仕　　　　　　様 電気容量
台
数

設置場所

SC1 高圧進相コンデンサ 7.59kＶ　57.5kVar 1 2002
SC2 高圧進相コンデンサ 7.59kＶ　57.5kVar 1 2002
SC3 高圧進相コンデンサ 7.59kＶ　113kVar 1 2002

SR1 直列リアクトル 6.9kＶ　7.47kVar 1 2002
SR2 直列リアクトル 6.9kＶ　7.47kVar 1 2002
SR3 直列リアクトル 6.9kＶ　14.9kVar 1 2002

DS 受電 7.2kＶ　400Ａ 1 2017

51R 受電用　過電流継電器 51R 1 2017
51F1 高圧冷凍機No.1 51F1 1 2017
51F2 高圧冷凍機No.2 51F2 1 2017
51F3 高圧饋電No.1 51F3 1 2017
51F4 高圧饋電No.2 51F4 1 2017

27R 受電用　　　　不足電圧継電器 27R 1 2017

67R 受電用　　　　地絡方向継電器 67R 1 2017
67F1 高圧冷凍機No.1 67F1 1 2017
67F2 高圧冷凍機No.2 67F2 1 2017

LGR 低圧用　　　　地絡継電器 各フィーダー 4 2017

低圧非常用発電機 ディーゼル発電機 1 2009
3φ3W300kVA

エンジン ディーゼルエンジン
鉛蓄電池 50Ａh

非常用照明等 整流器 1式
蓄電池 鉛蓄電池 ＤＣ108Ｖ 400Ａh 54セル

時計用 整流器 1式
蓄電池 鉛蓄電池 ＤＣ24Ｖ 36Ａh 4セル

自火報用 整流器 1式
蓄電池 ニッケルカドニウム電池 ＤＣ24Ｖ 3.5Ａh

非常放送用 整流器 1式
蓄電池 ニッケルカドニウムＤＣ24Ｖ 6Ａh

照明器具、配線器具等 1式 1980 事務室 １階
リモコン照明制御システム 操作盤、各電灯盤内の端末器

照明制御機器、スケジュール設定機能

電灯盤 1式 1980
動力盤 1式 1980
ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ 1式 1980
防火区画 1式 1980
構内配電線路 1式 1980
外灯設備 1式 1980

照明制御装置 制御盤 1式 1980
主操作盤 1 1980
副操作盤 2 1980
分電盤 6 1980
光ファイバーケーブル 1式

電光掲示装置 電光表示装置 1式 1980 プール
データ処理装置 1式 1980
各競技装置 1式 1980
　　競泳、シンクロ・ダイビング、水球・アイスホッケー
　　フィギュアスケート、ショートトラックスピードスケート
　　

トイレ呼出表示装置 7窓 1式 1980 事務室 １階

蓄電池設備

受電室 B１階

受電室 B１階

受電室 B１階

非常用自家発電設備

発電機室 B１階

電気室 B１階

事務室 １階

事務室 １階

事務室 １階

動力・電灯設備その他
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機器一覧表（電気設備他）

設置年記号 機器名 仕　　　　　　様 電気容量
台
数

設置場所

拡声設備 増幅器 360W　リモコン親機1台 1式 1980 事務室 １階
10回線＋一斉
スピーカー68台
アナウンスマイク、テープデッキ 1式

増幅器 120W　副操作機1台 1式 中央監視室 B１階
10回線＋一斉

監視カメラ設備 カメラ（10台の内8台使用） 10 1980
（25mプールモニターカメラ取替） 2006
モニターテレビ 1
液晶カラーモニター20型 3 2024

電気時計設備 水晶親時計　２系統 1式 2007 事務室 １階

構内交換機設備 デジタル電子交換機 　 富士通製 CS100 1式 1980
多機能電話機 32台

ＥＶ エレベーター 三菱製、乗用、車椅子利用者対応、 1 2022 EV機械室 B1F
油圧式、3箇所停止、750kg  11人乗り
速度45ｍ／min、地震・火災・停電管制有

消防用設備 詳細は別紙「防災設備一覧表」

防災設備（建築基準法） 詳細は別紙「防災設備一覧表」

自動ドア 両開き　ナブコ製 4 1980

移動屋根 可動屋根 1式 1980
リニアモーター駆動装置 1式 1980
制御装置 1式 1980

避雷設備 避雷導体 1式 1980

防災設備

建築関係、その他

通信情報設備

構内交換機設備

昇降機設備
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機器一覧表（ 機械設備） （ 給排水・ 空調設備）
動力 機器

（KW） 設置年度

R-1 冷凍機 三菱重工業 タ ーボ冷凍機 Ф３ 2 Ｂ １ Ｆ 機械室 1996 HFC134a

R-2 法定冷凍能力

冷凍能力

圧縮機出力

循環水量（ 冷水）

圧力損失（ 冷水）

CT-1･2 冷却塔 空研工業 開放・ 直交流・ 超低騒音 200V 1.5 R-1 2 ３ Ｆ 屋外 1996 SKB-168PNRS

法定冷却容量 R-2

冷却能力

B-001 ボイ ラ ー－１ タ ク マ 小型ボイ ラ ー（ 温水） 2 Ｂ １ Ｆ ボイ ラ ー室 2014 GSL-1000CN

B-002 ボイ ラ ー－２ 缶体出力 1,163 KW ﾌﾟ-ﾙ加温（№１）

伝熱面積 20.4 ㎡ 暖房・給湯（№２）

燃料消費量 117 Nm3/h

ＡＣ－401 ｴｱﾊﾝﾄﾞ ﾘﾝｸﾞ ﾕﾆｯﾄ 三菱重工業 冷房能力 200V 2.2 一般 1 １ Ｆ 受水槽室 1980 FMV-10B4

暖房能力

風量 休止

静圧

ロールフ ィ ルタ ー 800×20 m

ＡＣ－402 ｴｱﾊﾝﾄﾞ ﾘﾝｸﾞ ﾕﾆｯﾄ 三菱重工業 冷房能力 200V 5.5 玄関ロビー 1 ２ Ｆ 空調機械室 1980

暖房能力

風量

静圧

ロールフ ィ ルタ ー 1,200×20 m

ＡＣ－403 ｴｱﾊﾝﾄﾞ ﾘﾝｸﾞ ﾕﾆｯﾄ 三菱重工業 冷房能力 200V 7.5 25m 1 ２ Ｆ 空調機械室 1980 FMU-10B4

暖房能力 ﾌﾟｰﾙ室内

風量 温水プール

静圧

ロールフ ィ ルタ ー 1,200×20 m

FS-314-1 給気フ ァ ン 旭電業 軸流フ ァ ン 200V 5.5 ﾊﾞｯｸｽﾀﾝﾄﾞ 1 １ Ｆ ﾊ゙ ｯｸｽﾀﾝﾄﾞ 下 1980 TFB-100

風量 機械室

FS-314-2･3 静圧 競技プール 2 ２ Ｆ 空調機械室

スタンド

FS-315 給気フ ァ ン 旭電業 軸流フ ァ ン 200V 5.5 発電機室 1 ５ ０ Ｍピッ ト 1980 TFB-90

風量

静圧

FS-316 給気フ ァ ン 旭電業 軸流フ ァ ン 200V 5.5 電気室 1 ５ ０ Ｍピッ ト 1980 TFB-90

風量

静圧

FR-301 還気フ ァ ン 荏原製作所 シロッ コ フ ァ ン 200V 7.5 25m 1 ２ Ｆ 空調機械室 1980 NO5SRM

風量 ﾌﾟｰﾙ室内

静圧

FE-302 排気フ ァ ン 荏原製作所 シロッ コ フ ァ ン 200V 3.7 発電機室 1 Ｂ １ Ｆ 発電機室 1980

風量

静圧

FE-303-1 排気フ ァ ン 荏原製作所 シロッ コ フ ァ ン 200V 1.5 電気室 2 ５ ０ Ｍピッ ト ×1 1980 NO3SRM

FE-303-2 風量 冷凍機械室 Ｂ １ Ｆ ×1

静圧

FE-305 排気フ ァ ン 荏原製作所 シロッ コ フ ァ ン 200V 0.75 ボイラー室 1 Ｂ １ Ｆ 1980

風量

静圧

FE-306 排気フ ァ ン 荏原製作所 シロッ コ フ ァ ン 200V 0.4 熱交機械室 1 Ｂ １ Ｆ 1980 NO2SRM

風量

静圧

FE-307 排気フ ァ ン 荏原製作所 シロッ コ フ ァ ン 200V 0.75 ろ過機械室 1 Ｂ １ Ｆ 1980 NO2SRM

風量

静圧

機器番号 機器名称 製造者名 仕　 　 　 　 　 様 相-電圧 系統

158 KW

218.8 m3/h

5.5 m-Aq

168 RT

654,000 kcaL/h

42,000 kcaL/h

台数 設置場所 備　 　 考

165 RT ６６００Ｖ

423,360 kcaL/h

56 mmAq

-

370,000 kcaL/h

25,000.0 m3/h

51 mmAq

25,000 m3/h

50,000 kcaL/h

4,750 m3/h

64 mmAq

70,000 kcaL/h

76,000 kcaL/h

18,000 m3/h

25 mmAq

16,000 m3/h

15 mmAq

7,200 m3/h

15 mmAq

4,500 m3/h

30 mmAq

2,000 m3/h

25 mmAq

19,000 m3/h

25 mmAq

25,000 m3/h

15 mmAq

2,000 m3/h

15 mmAq

3,000 m3/h

15 mmAq
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機器一覧表（ 機械設備） （ 給排水・ 空調設備）
動力 機器

（KW） 設置年度
機器番号 機器名称 製造者名 仕　 　 　 　 　 様 相-電圧 系統 台数 設置場所 備　 　 考

FE-308-1 排気フ ァ ン 荏原製作所 シロッ コ フ ァ ン 200V 0.75 ﾊﾞｯｸｽﾀﾝﾄﾞ 2 １ Ｆ 南倉庫 1980 NO2SRM

FE-308-2 風量 南便所

静圧 北便所

FE-309 排気フ ァ ン テラ ルキョ ク ト ウ シロッ コ フ ァ ン 200V 0.75 25mﾌﾟｰﾙ 1 ２ Ｆ 空調機械室 1998

風量 男女更衣室

静圧

FE-310 排気フ ァ ン 荏原製作所 シロッ コ フ ァ ン 200V 0.4 ＥＬＶ機械室 1 Ｂ １ Ｆ 1980

風量

静圧

FE-311 排気フ ァ ン テラ ルキョ ク ト ウ シロッ コ フ ァ ン 200V 0.75 25mﾌﾟｰﾙ 1 ２ Ｆ 空調機械室 1998

風量 ・１Ｆロビ－

静圧 男女便所

FE-312 排気フ ァ ン テラ ルキョ ク ト ウ シロッ コ フ ァ ン 200V 0.4 貸し靴室 1 ２ Ｆ 空調機械室 1998

風量

静圧

FE-313 排気フ ァ ン 荏原製作所 シロッ コ フ ァ ン 200V 0.4 薬品室 1 Ｂ １ Ｆ 1980

風量

静圧

FE-317 排気フ ァ ン 旭電業 軸流フ ァ ン 200V 0.2 50Mﾋﾟｯﾄ 1 ５ ０ Ｍピッ ト 1980 TFD-1-35

風量

静圧

FE-318-1 排気フ ァ ン テラ ルキョ ク ト ウ 軸流フ ァ ン 200V 0.45 1F競技場 2 １ Ｆ 競技場男子 1998 ALF-NO3-645

FE-318-2 風量 男･女シャワ－ ・ 女子更衣室

静圧 暖房室 ×各1

FE-319 排気フ ァ ン テラ ルキョ ク ト ウ 軸流フ ァ ン 200V 0.45 1F競技場 1 １ Ｆ 競技場 1998 ALF-NO3-645

風量 ｼｬﾜ-室・ 男子更衣室

静圧 暖房室

FE-320-1 排気フ ァ ン 旭電業 軸流フ ァ ン 200V 0.2 2F南便所 2 ２ Ｆ 空調機械室 1980 TFD-1-35

FE-320-2 風量 2F北便所

静圧

FE-322-1 排気フ ァ ン 旭電業 軸流フ ァ ン 200V 0.2 1F北倉庫 3 １ Ｆ 倉庫 1980 TFD-1-35

FE-322-2 風量 1F製氷機室 １ Ｆ 製氷機室

FE-322-3 静圧 1F男女 １ Ｆ ﾊ゙ ｯｸｽﾀﾝﾄﾞ

審判員控室 中央倉庫

FE-323 排気フ ァ ン 旭電業 軸流フ ァ ン 200V 0.058 飛込みﾋﾟｯﾄ 1 ５ ０ Ｍピッ ト 1980 TFM-25

風量 休止

静圧

FE-325 排気フ ァ ン 旭電業 軸流フ ァ ン 100v 0.075 1F受水槽室 1 １ Ｆ 受水槽室 1980 TFM-30

風量

静圧

FE-329 排気フ ァ ン 荏原製作所 シロッ コ フ ァ ン 1.5 1F食堂倉庫 1 １ Ｆ 食堂倉庫 1980

風量

静圧

FE-330 排気フ ァ ン 荏原製作所 シロッ コ フ ァ ン 200V 0.4 2Fロビー 1 ２ Ｆ 空調機械室 1980 NO2SRM

風量

静圧

FE-332 排気フ ァ ン 荏原製作所 シロッ コ フ ァ ン 200V 0.2 1Fｶﾞｽﾒｰﾀｰ 1 １ Ｆ ｶﾞ ｽﾒ ﾀー 室ー 1980 NO1SRM

風量 室

静圧

FE-333 排気フ ァ ン 旭電業 軸流フ ァ ン 200V 0.058 1Fﾊﾞｯｸｽﾀﾝﾄﾞ 1 １ Ｆ ﾊ゙ ｯｸｽﾀﾝﾄﾞ 1980 TFM-25

風量 北倉庫 北倉庫

静圧

ACP-1 ﾋﾞ ﾙﾏﾙﾁｴｱｺﾝ 日立 天井埋込型 200V 競技指令室 1 競技指令室 2016 RAS-AP160GH3

（ 室内機） －１ 圧縮機出力

25 mmAq

1,800 m3/h

25 mmAq

1,500 m3/h

15 mmAq

2,000 m3/h

2,600 m3/h

5 mmAq

2,000 m3/h

30 mmAq

1,800 m3/h

30 mmAq

1,400 m3/h

20 mmAq

1,000 m3/h

20 mmAq

650 m3/h

15 mmAq

2,000 m3/h

5 mmAq

6,000 m3/h

30 mmAq

2,500 m3/h

10 mmAq

450 m3/h

15 mmAq

1,000 m3/h

10 mmAq

450 m3/h

10 mmAq

1,000 m3/h

15 mmAq

250 m3/h

15 mmAq

2.5 KW
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機器一覧表（ 機械設備） （ 給排水・ 空調設備）
動力 機器

（KW） 設置年度
機器番号 機器名称 製造者名 仕　 　 　 　 　 様 相-電圧 系統 台数 設置場所 備　 　 考

ACP-1-2 ﾋﾞ ﾙﾏﾙﾁｴｱｺﾝ 日立 天井埋込型 200V 役員控室 2 役員控室 2016 RAS-AP160GH3

（ 室内機） －１ 圧縮機出力

ACP-2 ルームエアコ ン 三菱電機 壁掛け型 200V 1 1Fﾗｲﾌｶﾞｰﾄﾞ 2 １ Ｆ ﾗｲﾌｶﾞ ﾄーﾞ 室×1 2017 RAC-P28C2

ACP-3 （ 室内機） －２ 圧縮機出力 室

（ 室内機） －３ 1F作業員室 １ Ｆ 作業員室

（つるかめ） （ つるかめ） ×1

ACP-4 ルームエアコ ン 三菱電機 壁掛け型 100V 1 1F男子審判 2 １ Ｆ 男子審判控室 1998 PUHM-J80GALE

ACP-5 （ 室内機） －４ 圧縮機出力 控室 ×1

（ 室内機） －５ 1F女子審判 １ Ｆ 女子審判控室

控室 ×1

ACP-6 ﾋﾞ ﾙﾏﾙﾁｴｱｺﾝ 三菱電機 天井埋込型 200V 0.8 中央監視室 2 北側屋外 2014 PUZ-ERP112LA2

ACP-7 （ 室内機） －１ 圧縮機出力

（ 室内機） －２

ＲＣ ルームエアコ ン 日立 壁掛け型 200V 1 25mﾌﾟｰﾙ男子 1 25mプール男子更衣室 2017 RAS-GP80RSH

冷房能力　 3. 2Kw 更衣室

暖房能力　 4. 0Kw

ＲＣ ルームエアコ ン 日立 壁掛け型 200V 1 25mﾌﾟｰﾙ女子 1 25mプール女子更衣室 2016 RAS-GP80RSH

冷房能力　 3. 2Kw 更衣室

暖房能力　 4. 0Kw

RC ルームエアコ ン ダイ キン 壁掛け型 100V １F会議室 1 １ F会議室 2009 RZYP63AAV

圧縮機出力　 1. 3Kw

RC ルームエアコ ン パナソ ニッ ク 壁掛け型 100V １F小会議室 1 １ F小会議室 2022 CU-252DFL

圧縮機出力　 1. 1Kw

RC ルームエアコ ン ダイ キン 壁掛け型 100V １F事務所 1 １ F事務所 2021 R40YEP

圧縮機出力　 1. 1Kw

RC ルームエアコ ン ダイ キン 壁掛け型 100V １F事務所 1 １ F事務所 2022 R40YEP

圧縮機出力　 1. 1Kw

RC パッ ケージエアコ ン 日立 床置き型 200V １Fギャラリー 3 １ Fギャ ラ リ ー 2018 RAS-AP224SH3

室内機　 ３ 台 圧縮機出力　 4. 0Kw

RC パッ ケージエアコ ン 日立 床置き型 200V ２Fロビー 2 ２ Fロビー 2023 RAS-GP280RSH1

室内機　 ２ 台 圧縮機出力　 6. 95Kw

RC ルームエアコ ン パナソ ニッ ク 壁掛け型 100V 2 １ F事務所女子更衣室 2024 CU-223DFL

圧縮機出力　 2. 2Kw

RC ルームエアコ ン 日立 壁掛け型 200V 2 競技場女子更衣室 2025 RAC-AJ5625D

圧縮機出力　 5. 6Kw

ACP-1-2 ﾋﾞ ﾙﾏﾙﾁｴｱｺﾝ 日立 天井埋込型 200V 選手招集室 1 選手招集室 2024 RAS-GP140RSH3

（ 室内機） －１ 圧縮機出力

RC ルームエアコ ン パナソ ニッ ク 壁掛け型 100V ２F貴賓室 1 ２ F貴賓室 2024 CU-253DFL

圧縮機出力　 2. 5Kw

RC ルームエアコ ン 日立 壁掛け型 100V １F救護室 1 １ F救護室 2024 RAC-AJ28R

圧縮機出力　 2. 8Kw

FCU-１ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 三菱電機 天井カ セッ ト 形 100V 事務室 4 １ Ｆ 事務室 1998 LH-400CR-D-K

～FCU-４ 冷房能力 休止中

暖房能力

風量

FCU-５ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 三菱電機 床置形 100V 事務室 2 館長室×1 1998 LV-300FR-C-K

FCU-６ 冷房能力 応接室×1 休止中

暖房能力

風量

FCU-７ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 三菱電機 床置形 100V 会議室 2 １ Ｆ 会議室 1998 LV-800FE-C1-K

FCU-８ 冷房能力 休止中

暖房能力

風量

FCU-９ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 三菱電機 天井隠蔽形 100V 1F競技場 6 １ Ｆ 競技場 1998 LH-800CR-D-K

～FCU-１４ 冷房能力 男子更衣室 男子更衣室 休止中

暖房能力 1F競技場 １ Ｆ 競技場

風量 女子更衣室 女子更衣室

FCU-１５ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 三菱電機 床置形 100V 1F役員控え室 4 １ Ｆ 役員控え室×2 1998 LV-400FE-C1-K

～FCU-１８ 冷房能力 1F選手召集室 １ Ｆ 選手召集室×2 休止中

FCU-３６ 暖房能力 1F事務室 2 １ Ｆ 事務室女子 1998 LV-200FE-C1-K

FCU-３７ 風量 女子更衣室 更衣室（ 東側･西側） 休止中

（東側・西側） ×各1

1.2 KW

2.5 KW

2.5 KW

1.0 KW

420 m3/h

5,610 kcaL/h

9,150 kcaL/h

1,120 m3/h

6,410 kcaL/h

10,460 kcaL/h

3,200 kcaL/h

5,220 kcaL/h

640 m3/h

2,100 kcaL/h

3,440 kcaL/h

1,280 m3/h

1,400 kcaL/h

2,280 kcaL/h

280 m3/h

１F事務所
女子更衣室

競技場
女子更衣室

3.15Kw
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機器一覧表（ 機械設備） （ 給排水・ 空調設備）
動力 機器

（KW） 設置年度
機器番号 機器名称 製造者名 仕　 　 　 　 　 様 相-電圧 系統 台数 設置場所 備　 　 考

FCU-１９ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 三菱電機 天井カ セッ ト 形 100V 競技場 4 競技場暖房室 1998

～FCU-２２ 冷房能力 暖房室

暖房能力

風量

FCU-２３ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 三菱電機 天井隠蔽形 100V 1F貸し靴室 2 １ Ｆ 貸し 靴室 1998 LH-300CR-D-K

FCU-２４ 冷房能力

暖房能力

風量

FCU-２５ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 三菱電機 天吊形 100V 25mﾌﾟｰﾙ男子 2 25mﾌﾟ ﾙー男子・ 女子 1998 LH-400FE-C1-K

FCU-２７ 冷房能力 ・女子更衣室 更衣室（ 北側）

暖房能力 （北側） ×各1

風量

FCU-２６ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 三菱重工業 天吊露出形 100V 25mﾌﾟｰﾙ男子 2 25m男子更衣室×1 1996

FCU-２８ 冷房能力 ・女子更衣室 25m女子更衣室×1

暖房能力

風量

925 m3/h

2,400 kcaL/h

3,930 kcaL/h

480 m3/h

2,800 kcaL/h

4,600 kcaL/h

4,500 kcaL/h

560 m3/h

2,900 kcaL/h

3,400 kcaL/h

500 m3/h
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機器一覧表（ 機械設備） （ 給排水・ 空調設備）
動力 機器

（KW） 設置年度
機器番号 機器名称 製造者名 仕　 　 　 　 　 様 相-電圧 系統 台数 設置場所 備　 　 考

FCU-２９ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 三菱電機 天吊露出形 100V 25m暖房室 1 25m暖房室×1

冷房能力

暖房能力

風量

FCU-３０ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 三菱電機 天井隠蔽形 100V 2Fロビー 6 ２ Fロビー 1998 LH-800FR-D-K

～FCU-３５ 冷房能力 休止中

暖房能力

風量

FCU-３８ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 三菱電機 天吊形 100V 1F医務室 1 １ Ｆ 医務室 1998 LH-300FE-C1-K

冷房能力 撤去

暖房能力

風量

ＦＣＵ－３９ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ ダイ キン工業 床置ダク ト 型 200V 0.15 1F食堂 1 1F食堂 1996

冷房能力

暖房能力

風量

LP-1 揚水ポンプ 荏原製作所 渦巻ポンプ 200V 5.5 高架水槽給水 2 １ Ｆ 受水槽室 2000 U-TOSB1002

LP-2 吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

BP-1 ブラ イ ンポンプ 荏原製作所 渦巻ポンプ 200V 30 №1冷凍機 2 Ｂ １ Ｆ 　 機械室 2020

BP-2 吐出口径 №2冷凍機

吸込口径

吐出量

全揚程

CP-1 冷却水ポンプ 荏原製作所 渦巻ポンプ 200V 18.5 №1冷凍機 2 Ｂ １ Ｆ 　 機械室 2020

CP-2 吐出口径 №2冷凍機

吸込口径

吐出量

全揚程

冷却水ポンプ 川本ポンプ製 自給ポンプ 100V 0.125 №1高温水 2 Ｂ １ Ｆ 2007 休止中

( №1高温水ポンプ 吐出口径 ポンプ

軸冷却用） 吸込口径 №2高温水

( №2高温水ポンプ 吐出量 ポンプ

軸冷却用） 全揚程

CP-205 冷却水ポンプ 荏原製作所 渦巻ポンプ 200V 3.7 50mプール 1 Ｂ １ Ｆ 　 機械室 1996 休止中

吐出口径 冷却１次

吸込口径

吐出量

全揚程

CP-206 冷却水ポンプ 荏原製作所 渦巻ポンプ 200V 3.7 50mプール 1 Ｂ １ Ｆ 1980 休止中

吐出口径 冷却２次

吸込口径

吐出量

全揚程

CP-204 冷水ポンプ 荏原製作所 渦巻ポンプ 200V 5.5 一般・事務室 1 Ｂ １ Ｆ 2020

吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

PH-201-1 高温水ポンプ 荏原製作所 渦巻ポンプ 200V 5.5 高温水 2 Ｂ １ Ｆ 1995 休止中

PH-201-2 吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

PH-202 温水ポンプ 荏原製作所 渦巻ポンプ 200V 3.7 一般・事務室 1 Ｂ １ Ｆ 1995

吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

PH-203 温水ポンプ 荏原製作所 渦巻ポンプ 200V 5.5 AC-403 1 Ｂ １ Ｆ 1995

吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

PH-207-1 温水ポンプ テラ ルキョ ク ト ウ ラ イ ンポンプ 200V 0.4 温水プール 1 Ｂ １ Ｆ 1995

吐出口径 床・ベンチ

吸込口径

吐出量

全揚程

PH-207-2 温水ポンプ テラ ルキョ ク ト ウ ラ イ ンポンプ 200V 0.25 競技場暖房室 2 Ｂ １ Ｆ 1995

PH-207-3 吐出口径 25mプール

吸込口径 暖房室

吐出量

全揚程

PH-208 温水ポンプ 荏原製作所 渦巻ポンプ 200V 0.2 給湯 1 Ｂ １ Ｆ 1995

吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

925 m3/h

5,610 kcaL/h

9,150 kcaL/h

1,120 m3/h

2,100 kcaL/h

3,440 kcaL/h

4,500 kcaL/h

750 L/min

22 m

100 mm

150 mm

4,000 L/min

30 m

420 m3/h

22,500 kcaL/h

34,000 kcaL/h

4,080 m3/h

80 mm

80 mm

18 L/min

8 m

65 mm

80 mm

1,000 L/min

10 m

80 mm

100 mm

2,400 L/min

30 m

20 mm

20 mm

750 L/min

25 m

50 mm

80 mm

400 L/min

25 m

100 mm

100 mm

1,000 L/min

15 m

50 mm

65 mm

630 L/min

25 m

32 mm

32 mm

50 L/min

15 m

65 mm

65 mm

450 L/min

25 m

80 mm

80 mm

80 L/min

5 m

25 mm

25 mm

8 L/min

10 m

32 mm

32 mm
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機器一覧表（ 機械設備） （ 給排水・ 空調設備）
動力 機器

（KW） 設置年度
機器番号 機器名称 製造者名 仕　 　 　 　 　 様 相-電圧 系統 台数 設置場所 備　 　 考

温水ポンプ 荏原製作所 ラ イ ンポンプ 200V 0.2 給湯返湯 1 Ｂ １ Ｆ 1980 FA306

吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

Ｐ－１１ ろ過ポンプ 三菱重工 渦巻ポンプ 200V 30 50mプール 2 Ｂ １ Ｆ 　 機械室 1980 EB1503W30

Ｐ－１２ 吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

Ｐ－２１ ろ過ポンプ 三菱重工 渦巻ポンプ 200V 11 飛込みﾌﾟｰﾙ 2 Ｂ １ Ｆ 　 機械室 1980 ON1254W11

Ｐ－２２ 吐出口径 №１、№２

吸込口径

吐出量

全揚程

Ｐ－３ ろ過ポンプ 荏原製作所 渦巻ポンプ 200V 11 ２５ｍプ－ル 1 Ｂ １ Ｆ 　 機械室 2017

吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

PH-209-1 加圧ポンプ 三菱重工業 カ スケ－ド ポンプ 200V 3.7 高温水 2 Ｂ １ Ｆ 1980 KKN

吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

薬品注入ポンプ 栗田工業 デュ －プレ ッ ク ス定量ポンプ 200V 0.2 高温水 2 Ｂ １ Ｆ 1980 １３Ｌ　３０－２ＰＣ

吐出口径

現在、使っていない 吸込口径

吐出量

全揚程

消火ポンプユニッ ト TERAL 渦巻多段ポンプ 200V 15 消火栓 1 Ｂ １ Ｆ 　 機械室 2018 更新

吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

ｽﾌﾟ ﾘﾝｸﾗ ﾎー゚ ﾝﾌﾟ ﾕﾆｯﾄ TERAL 渦巻多段ポンプ 200V 15 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ 1 Ｂ １ Ｆ 　 機械室 2018 更新

吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

P-5 ブラ イ ン回収ポンプ EBARA 渦巻ポンプ 220V 2.2 ブライン 1 Ｂ １ Ｆ 2025 更新

吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

PD-1-1・2 排水ポンプ 荏原製作所 水中ポンプ 200V 0.75 競泳ピット 4 競泳ﾌﾟ -ﾙﾋﾟ ｯﾄ×4 1998

PD-7･8 吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

32 mm

32 mm

80 L/min

5 m

1,700 L/min

22 m

125 mm

125 mm

1,500 L/min

22 m

150 mm

150 mm

4,350 L/min

25 m

125 mm

125 mm

550 L/min

22 m

10 mm

10 mm

1.3～12･0Ｌ／ｈ

50 mm

50 mm

100 mm

900 L/min

47 m

50 mm

40 mm

200 L/min

22 m

100 mm

100 mm

750 L/min

56 m

100 mm

20 m

50 mm

-

50 L/min

13 m
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機器一覧表（ 機械設備） （ 給排水・ 空調設備）
動力 機器

（KW） 設置年度
機器番号 機器名称 製造者名 仕　 　 　 　 　 様 相-電圧 系統 台数 設置場所 備　 　 考

PD-2-1･2 排水ポンプ 荏原製作所 水中ポンプ 200V 0.75 飛込ﾋﾟｯﾄ 2 飛込みﾌﾟ ﾙーﾋﾟ ｯﾄ×2 2000

吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

PD-3-1,2 湧水ポンプ 荏原製作所 水中ポンプ 200V 2.2 湧水 6 Ｂ １ Ｆ 湧水槽 2000

PD-4-1,2 吐出口径

PD-5-1,2 吸込口径

吐出量

全揚程

PD-6 排水ポンプ 荏原製作所 水中ポンプ 200V 0.75 高温水ピット 飛込みﾌﾟ ﾙーﾋﾟ ｯﾄ×2 1998

吐出口径

吸込口径

吐出量

全揚程

HEX-101 熱交換器 アルフ ァ ラ バル う ず巻き 式 50mプール 1 Ｂ １ Ｆ 1980 IH

交換熱量

１ 次側流量

１ 次側圧力損失

２ 次側流量

２ 次側圧力損失

最高使用圧力

HEX-102 熱交換器 アルフ ァ ラ バル う ず巻き 式 飛込みﾌﾟｰﾙ 2 Ｂ １ Ｆ 1980

HEX-103 交換熱量 温水プール

１ 次側流量

１ 次側圧力損失

２ 次側流量

２ 次側圧力損失

最高使用圧力

HEX-104 熱交換器 アルフ ァ ラ バル う ず巻き 式 25mプール 1 Ｂ １ Ｆ 1980 IH

最高使用圧力 第1種圧力容器

　 被加熱側

　 加熱側

内容積

　 被加熱側 廃止(2025)

　 加熱側

交換熱量 室内

１ 次側流量

１ 次側圧力損失

２ 次側流量

２ 次側圧力損失

最高使用圧力

HEX-105 熱交換器 アルフ ァ ラ バル う ず巻き 式 一般・事務室 2 Ｂ １ Ｆ 1980 I-4L

HEX-106 交換熱量 給湯

１ 次側流量

１ 次側圧力損失

２ 次側流量

２ 次側圧力損失

最高使用圧力

HEX-107 熱交換器 アルフ ァ ラ バル プレ ート 式 50mﾌﾟｰﾙ冷却 1 Ｂ １ Ｆ 1980 P32-HS

交換熱量

伝熱面積

伝熱係数

１ 次側流量

１ 次側圧力損失

２ 次側流量

２ 次側圧力損失

最高使用圧力

-

50 L/min

11m

80 mm

-

100 L/min

50 mm

200 L/min

0.3 m-Aq

294 L/min

0.5 m-Aq

6 kg/c㎡

400,000 kcaL/h

10m

50 mm

-

20 L/min

13m

600,000 kcaL/h

6. 0 kg/c㎡

0. 066 m3

0. 039 m3

400,000 kcaL/h

133 L/min

0.2 m-Aq

133 L/min

0.1 m-Aq

196 L/min

0.2 m-Aq

6 kg/c㎡

2. 0 kg/c㎡

408 L/min

0.6 m-Aq

6 kg/c㎡

300,000 kcaL/h

8 ㎡

2,900 kcaL/㎡h℃

654 L/min

0.5 m-Aq

6 kg/c㎡

250,000 kcaL/h

83 L/min

0.1 m-Aq

1,000 L/min

0.5 m-Aq

1,000 L/min

0.5 m-Aq

6 kg/c㎡
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機器一覧表（ 機械設備） （ 給排水・ 空調設備）
動力 機器

（KW） 設置年度
機器番号 機器名称 製造者名 仕　 　 　 　 　 様 相-電圧 系統 台数 設置場所 備　 　 考

HS-601 ヘッ ダー（ 往） 高温水サプラ イ ヘッ ダー 高温水 1 Ｂ １ Ｆ 第1種圧力容器

最高使用圧力

廃止 内容積 廃止(2026)

267. 4φ　 ×　 3, 000

HＲ-60１ ヘッ ダー（ 還） 高温水リ タ ーンヘッ ダー 高温水 1 Ｂ １ Ｆ 第1種圧力容器

最高使用圧力

廃止 内容積 廃止(2026)

267. 4φ　 ×　 3, 400

FL-11･12 ろ過装置 理水化学 圧力式 50mプール 2 Ｂ １ Ｆ 1980 PCA-7S

処理水量

直径

原水入口径

処理水出口径

FL-21･22 ろ過装置 理水化学 圧力式 飛込みﾌﾟｰﾙ 2 Ｂ １ Ｆ 1980 PCA-3S

処理水量

直径

原水入口径

処理水出口径

FL-3 ろ過装置 理水化学 圧力式 25mﾌﾟ ﾙー 1 Ｂ １ Ｆ 1980 PCA-2S

処理水量

直径

原水入口径

処理水出口径

CO-11 空気圧縮機 日立製作所 運転電流 200V 0. 75 ろ過 1 Ｂ １ Ｆ 2002

CO-12 日立産機システム 運転電流 200V 0. 75 ろ過 1 Ｂ １ Ｆ 2015

泡立てブロワー 日立製作所 運転電流 200V 5.5 飛込みﾌﾟｰﾙ 1 Ｂ １ Ｆ 1980 EFOUP-K

T-1 薬注・ 水処理装置 日本フ ィ －ダ 次亜塩素タ ンク プール 1 Ｂ １ Ｆ 2015

タ ンク 容量

薬注・ 水処理装置 タ ク ミ ナ 薬注装置（ ダイ ヤフ ラ ム式） 200V 0.03 50mプール 6 Ｂ １ Ｆ 2001 2016　一部更新

タ ンク 容量 飛込みﾌﾟｰﾙ 2017　一部更新

ポンプ吐出量 25mプール

受水タ ンク ブリ ヂスト ン Ｆ Ｒ Ｐ 製パネルタ ンク 給水 2 １ Ｆ 受水槽室 1995

受水槽 有効容量

× ×

入口側口径

出口側口径

排水管口径

受水タ ンク 積水ﾌﾟ ﾗﾝﾄｼｽﾃﾑ Ｆ Ｒ Ｐ 製パネルタ ンク 給水 1 ４ Ｆ タ ンク 室 1980

高架水槽 有効容量 （2槽式）

× ×

入口側口径

出口側口径

排水管口径

受水タ ンク Ｒ Ｃ 製地下水槽 プール 1 Ｂ １ Ｆ ろ 過室 1980

プ－ル貯水槽 有効容量

× ×

入口側口径

出口側口径

排水管口径

0. 146 m3

7. 5 kg/c㎡

0. 165 m3

7. 5 kg/c㎡

1,500 mm

150 mm

150 mm

82. 0 m3/h

1, 300 mm

262.5 m3/h

2,000 mm

250 mm

250 mm

92.5 m3/h

100 L

93ml／min

60 ton

3, 000H 4, 000W 6, 000L

125 mm

125 mm

3. 0 A

3. 0 A

22.0 A

3,000 L

100 mm

150 mm

50 mm

200 ton

2, 500H 5, 600W 14, 000L

100 mm

150 mm

50 mm

####

2, 500H 4, 000W 2, 000L

-

-

-
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機器一覧表（ 機械設備） （ 給排水・ 空調設備）
動力 機器

（KW） 設置年度
機器番号 機器名称 製造者名 仕　 　 　 　 　 様 相-電圧 系統 台数 設置場所 備　 　 考

T-2 受水タ ンク 東洋製作所 コ ーティ ング鋼板製タ ンク 散水 1 Ｂ １ Ｆ 　 機械室 1980

温水槽 有効容量

× ×

入口側口径①

入口側口径②

出口側口径①

排水管口径

T-4 受水タ ンク 東洋製作所 鋼板製タ ンク 散水 1 Ｂ １ Ｆ 　 機械室 1980

散水槽 有効容量

× ×

入口側口径①

入口側口径②

出口側口径①

排水管口径

LT-06 バラ ンシングタ ンク 平和鉄工所 鋼板製タ ンク 25mプール 1 25mプールサイ ド 1980

２ ５ ｍレ ベルタ ンク 有効容量

LT-05 バラ ンシングタ ンク 平和鉄工所 鋼板製タ ンク 50mプール 1 50mプール（ 北東） 1980

５ ０ ｍレ ベルタ ンク 有効容量

蓄熱槽 Ｒ Ｃ 製地下水槽 冷水 1 Ｂ １ Ｆ 1980

有効容量

× ×

ST-03 貯湯タ ンク 平和鉄工所 鋼板製タ ンク 給湯 1 Ｂ １ Ｆ 1980

最高使用圧力

内容積

有効容量

×

TS-04 膨張タ ンク 鋼板製タ ンク 給湯 1 ３ Ｆ 屋外 1980

給湯用 有効容量

× ×

入口側口径

出口側口径

排水管口径

T-501 膨張タ ンク Ｆ Ｒ Ｐ 製タ ンク 空調 1 ４ Ｆ タ ンク 室 1980

空調用 有効容量

× ×

入口側口径①

入口側口径②

出口側口径①

排水管口径

T-3 膨張タ ンク 東洋製作所 鋼板製タ ンク ブライン 1 ３ Ｆ 屋外 1980

ブラ イ ン用 有効容量

× ×

入口側口径①

出口側口径①

出口側口径②

排水管口径

最高使用圧力

T-1 ブラ イ ン回収槽 東洋製作所 鋼板製タ ンク ブライン 1 Ｂ １ Ｆ 　 機械室 1980

有効容量

PT-502 加圧膨張タ ンク 東洋製作所 鋼板製タ ンク 高温水 1 Ｂ １ Ｆ 　 機械室 1980 休止(2025)

有効容量

加圧タ ンク 補給槽 東洋製作所 鋼板製タ ンク 高温水 1 Ｂ １ Ｆ 1980

有効容量

呼水槽 鋼板製タ ンク ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ 1 Ｂ １ Ｆ 1980

有効容量 ﾎﾟﾝﾌﾟ

消火補給水槽 鋼板製タ ンク 消火栓 1 Ｂ １ Ｆ 1980

有効容量 ポンプ

膨張タ ンク 鋼板製タ ンク 消火栓 1 ４ Ｆ タ ンク 室 1980

消防用ク ッ ショ ンタ ンク 有効容量

× ×

入口側口径

出口側口径

排水管口径

消火水槽 地下水槽 消火栓 1 Ｂ １ Ｆ 1980

有効容量

自家発電機用 鋼板製タ ンク 自家発電機 1 Ｂ １ Ｆ 自家発電機室 2004

冷却水補給槽 有効容量

ｶﾞｽ-1,4 中圧ガスメ ータ ー Ｒ 型（ ルーツメ ータ ー） ﾊﾞｺﾃﾝﾋ-ﾀ 2 １ Ｆ ｶﾞ ｽﾒ ﾀー 室ー R200

ガスメ ータ ー口径

ｶﾞｽ-2,3 ガスメ ータ ー 愛知時計電機 Ｎ 型 事務室 2 １ Ｆ K9641

（ 事務所系統） ガスメ ータ ー口径 レストラン

水道-2 水道メ ータ ー 単箱翼車型（ デジタ ル式） 給水 1 １ Ｆ 屋外西南

水道メ ータ ー口径

水道-3,4 給水メ ータ ー 金門製作所 複箱翼車型（ 円読式） 25mプール 2 １ Ｆ ２ ５ ｍプール

水道メ ータ ー口径 50mプール １ Ｆ ５ ０ ｍプール

水道-5 高架水槽使用量ﾒ ﾀーｰ 金門製作所 複箱翼車型（ 円読式） 給水 1 ４ Ｆ

水道メ ータ ー口径

水道-6 冷却塔給水ﾒ ﾀーｰ 冷却塔 1 ３ Ｆ 屋外

水道-1 給水メ ータ ー 金門製作所 複箱翼車型（ 円読式） ﾌﾟｰﾙ貯水槽 2 Ｂ １ Ｆ

水道メ ータ ー口径

1, 500H 1, 500W 1, 000L

3.2 ton

1, 600H 1, 600W 1, 600L

50 mm

40 mm

65 mm

65 mm

1.8 ton

1.8 ton

50 mm

50 mm

65 mm

65 mm

1.8 ton

3 ton

2, 000H 1, 016φ

2.0 ton

1, 000H 1, 000W 1, 500L

62 ton

2, 500H 4, 500W 7, 000L

8. 0 kg/c㎡

2, 192 m3

1, 000H 1, 500W 1, 500L

80 mm

60 mm

60 mm

0.5 ton

800H 800W 800L

600H 600W 600L

0.65 mm

80 mm

65 mm

32 mm

1.4 kg/c㎡

34.5 ton

50 mm

150 mm

40 mm

150 mm

150 mm

65 mm

50 mm

50 mm

44.3 ton

0.5 ton

100 mm

2.5 ton

1.0 ton

0.1 ton

0.1 ton

0.2 ton

25 mm

50 mm

40 mm

25 mm

1.8 ton
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機器一覧表（ 機械設備） （ 衛生器具）

B階 3階

和風便器 C-75F 1 1 2 4

洋風便器 C-21 1 1 2 1 1 1 5 2 2 7 1 2 5 6 10 2 2 51

洋風便器
ウォ シュ レ ッ ト 付

TCF6623型 2 1 1 2 1 2 2 3 6 4 11 35

壁掛ｽﾄ ﾙー小便器 U-37 2 1 3

ｽﾄ ﾙー小便器 U-307 3 5 7 7 5 5 32

洗面器 1 6 6 1 3 1 1 2 1 1 1 5 3 3 5 3 3 6 6 6 6 2 5 4 4 5 90

身障者用洗面器 L-103D 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 13

手洗器 1 1 1 1 1 5

掃除用流し S-3 1 1 1 1 1 1 1 1 8

化粧鏡 2 6 2 4 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 5 3 3 5 3 3 6 6 6 6 2 5 4 4 5 93

ｼｬﾜ ｾーｯﾄ 1 3 3 7 7 4 4 29

1階 2階

器具名称 器具品番

中
央
監
視
室

温
水
プ
ー

ル
（

プ
ー

ル
サ
イ
ド
）

シ
ャ

ワ
ー

室
・
フ
ッ

ト
バ
ス
　
女
子

女
子
便
所

男
子
更
衣
室

シ
ャ

ワ
ー

室
・
フ
ッ

ト
バ
ス
　
男
子

男
子
便
所

身
障
者
便
所
　
温
水
プ
ー

ル
内

男
子
便
所
（

Ｅ
Ｖ
ホ
ー

ル
）

女
子
便
所
（

Ｅ
Ｖ
ホ
ー

ル
）

厨
房
・
食
堂

温水プ ール 南側 北側

備考

フ
ッ

ト
バ
ス
（

北
側
）

男
子
便
所
（

バ
ッ

ク
ス
タ
ン
ド
北
側
）

女
子
便
所

男
子
便
所

女
子
便
所

女
子
便
所
（

バ
ッ

ク
ス
タ
ン
ド
北
側
）

審
判
控
室
便
所

男
子
便
所

身
障
者
便
所

計

シ
ャ

ワ
ー

室
・
フ
ッ

ト
バ
ス
　
男
子

男
子
便
所
・
洗
眼

男
子
便
所
（

バ
ッ

ク
ス
タ
ン
ド
南
側
）

女
子
便
所
（

バ
ッ

ク
ス
タ
ン
ド
南
側
）

競技場

フ
ッ

ト
バ
ス
（

南
側
）

女
子
更
衣
室

シ
ャ

ワ
ー

室
・
フ
ッ

ト
バ
ス
　
女
子

女
子
便
所
・
洗
眼

男
子
更
衣
室

ロ ビ ー

職
員
便
所
　
男
子

職
員
便
所
　
女
子

選
手
招
集
室
　
女
子
便
所

女
子
更
衣
室

身
障
者
用
男
子
便
所
（

Ｅ
Ｖ
ホ
ー

ル
）

身
障
者
用
女
子
便
所
（

Ｅ
Ｖ
ホ
ー

ル
）

選
手
招
集
室
　
男
子
便
所
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＜別紙－２＞法定資格者一覧表

法定資格者名称 根拠法令等 必要資格

防火管理者 消防法 ○

防災管理者 消防法 -

危険物取扱者 消防法 -

電気主任技術者 電気事業法 ○

建築物環境衛生管理技術者
建築物における衛生的環境の確保に関
する法律

-

警報設備の監視、操作等に従事する者の
資格

神戸市火災予防条例 -

総合操作盤又はこれらに類する制御盤の
監視、操作等に従事する者の資格

神戸市火災予防条例 ○

エネルギー管理員又はエネルギー管理士 エネルギーの使用の合理化に関する法律 -

第一種圧力容器取扱作業主任者 ボイラー及び圧力容器安全規則 -

上記以外で必要となる法定資格者についても、指定管理者において選任すること。

〔凡例〕

（○）で示す資格については、選任が必要である。

（－）で示す資格については、選任は不要である。

（※）で示す資格については、法令上の配置は不要であるが、本施設の維持管理を実施するに当た
り必要な資格とする。
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＜別紙３ ＞【 消耗品一覧表】  

 

 

・   各種燃料及び潤滑油、 蓄電池用精製水 

・   管球類、 ヒ ュ ーズ 

・   空調・ 換気用フ ィ ルタ ー類 

・   Ｖ ベルト 、 パッ キン類、 温度計、 圧力計 

・   各種薬品類（ 水用水処理薬品、 残留塩素用試薬、 ボイ ラ -用薬剤、 殺虫剤等）  

・  プール用薬剤（ プール清浄剤、 次亜塩素酸ソ ーダ、 殺藻剤）  

・  ウエス、 潤滑油、 グリ ス、 スムーサー、 刷毛、 接着剤 

・  記録紙、 点検用紙、 コ ピー用紙、 記録用メ ディ ア（ フ ロッ ピーディ スク 等）、 プリ ンタ ー用イ ン

ク ・ ト ナー、 乾電池等 

・   防塵マスク 、 防塵眼鏡、 軍手等 

・   配管材、 継手、 各種ねじ 類、 フ ラ ンジパッ キン 、 シール材、 ホースバンド 、 ビニルテープ、 接

着剤等 

・  箒、 塵取、 バケツ、 ホース、 雑巾、 ラ バーカ ッ プ、 ごみ袋等 

・  その他 

※ 消耗品について疑義が生じ た場合、 市と 協議の上決定する。  
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周　 期 備　 　 　 　 　 考

法令点検

公共建築物定期点検

( 建築) １ 回/３ 年
( 設備) １ 回/１ 年

（ 防火設備）
１ 回/年

（ 外壁全面点検） 1回
／10年

建築基準法。
( 建築 令和７ 年度に実施( ※1) )
( 設備 ( ※2) )
( 外壁　 令和９ 年度に実施要）

消防設備点検 ２ 回／年 消防法　 （ 機器点検・ 総合点検）

消防設備耐圧試験 １ 回／３ 年

消防法。 屋内消火栓（ 10組） の内、 ９ 組は2003
年にホース取替え済み、 １ 組は1996年にホース
取替え済み。 （ 連送） 令和6年度実施　 （ ホー
ス） 令和8年度実施

防火対象物定期点検 １ 回／年 消防法

受変電設備点検 法令による

煤煙濃度測定 別紙５ 参照

昇降機設備点検
（ 法定） １ 回／年

（ 定期） １ ２ 回／年
建築基準法
三菱電機と ﾌﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ契約を 締結する こ と

水槽類清掃( 飲料水) ( 水質検査含) １ 回／年

水道法
対象設備： 受水槽（ 60㎥×2基） 、 高架水槽
（ 18㎥×1基） 、 プ ール用地下水槽（ 200㎥
×1基）

空調設備点検 法令による フ ロ ン排出抑制法

定期点検

電光掲示板装置保守点検業務 別紙５ 参照

非常用発電機設備保守点検業務 別紙５ 参照

照明制御装置保守点検業務 別紙５ 参照

I TV・ 業務放送設備点検業務 別紙５ 参照

電話交換設備保守点検業務 別紙５ 参照

プール水・ 水質検査業務 別紙５ 参照

可動屋根保守点検業務 別紙５ 参照

自動ド ア設備点検 別紙５ 参照

空調用自動制御機器等保守点検業務 別紙５ 参照

タ ーボ冷凍機保守点検業務 別紙５ 参照

空調機保守点検業務 別紙５ 参照

プール機械設備保守・ 運転管理業務 別紙５ 参照

スケート 機械設備保守・ 運転管理業務 別紙５ 参照

ボイ ラ ー保守点検業務 別紙５ 参照

空調機用フ ィ ルタ ー交換及び清掃 ※3 必要に応じ てフ ィ ルタ ーを 交換する こ と

【 注記】

※1 「 特定建築物等定期点検業務基準（ 公共建築物用） （ 最新版を適用） 」 （ 一般財団法人　 日本建築防災協会　 発行） による 。

※2　「 建築設備定期検査業務基準書（ 最新版を 適用） 」 （ 一般財団法人　 日本建築設備・ 昇降機センタ ー　 発行） による 。

※3　点検周期については、 特記がある場合を除き 、

「 建築保全業務共通仕様書（ 最新版を 適用） 」 （ 一般財団法人　 建築保全センタ ー　 発行） による。

点　 　 検　 　 項　 　 目

＜別紙４ ＞法令点検及び定期点検業務一覧表
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＜別紙５ ＞ 参考仕様書 

 

１ ． 煤煙濃度測定業務仕様書 

 

２ ． 電光掲示装置保守点検業務仕様書 

 

３ ． 非常用発電設備保守点検業務仕様書 

 

４ ． 照明制御装置保守点検業務仕様書 

 

５ ． I TV・ 業務放送設備点検業務仕様書 

 

６ ． 電話交換設備保守点検業務仕様書 

 

７ ． プール水・ 水質検査業務仕様書 

 

８ ． 可動屋根保守点検業務仕様書 

 

９ ． 自動ド ア設備保守点検業務仕様書 

 

１ ０ ． 空調用自動制御機器等保守点検業務仕様書 

 

１ １ ． タ ーボ冷凍機保守点検業務仕様書 

 

１ ２ ． 空調機保守点検業務仕様書 

 

１ ３ ． プール機械設備保守・ 運転管理業務仕様書 

 

１ ４ ． スケート 機械設備保守・ 運転管理業務仕様書 

 

１ ５ ． ボイ ラ ー保守点検業務仕様書 

 

  各仕様書記載の対象施設・ 機器の名称、 仕様、 数量等は参考扱いと する。  
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１ ． 総　 　 則

　 本仕様書は、 委託業務対象施設における煤煙濃度測定業務に関し 、 その

適正を 期すため必要事項を 定めたも のである。

２ ． 対象機器　

・ ガスボイ ラ ー [  Ｇ Ｓ Ｌ -１ ０ ０ ０ Ｃ Ｎ -１  ]
・     〃 [  Ｇ Ｓ Ｌ -１ ０ ０ ０ Ｃ Ｎ -２  ]

３ ． 業務内容

　 大気汚染防止法第１ ６ 条同規則第１ ５ 条第２ 項第４ 号に基づく 、 各機器単独

運転時の煤煙濃度測定を 行う 。

・ 測定項目および測定回数

   １ ） 窒素酸化物濃度

１ 回／年

   ２ ） オルザッ ト ガス分析（ 酸素・ 一酸化炭素・ 二酸化炭素）

１ 回／年

＜別紙５ -１ ＞煤煙濃度測定業務仕様書

№１ 　 日本サーモエナー
№２ 　 日本サーモエナー
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１． 総  則

本仕様書は、電光掲示装置保守点検業務に関し、その適正を期する為に必要な事項
を定めたものである。

２． 対象機器

別紙１「対象機器一覧」による

３． 業務内容

（１）定期点検業務

    設備の機能維持と故障等の発生を未然に防止するため、別紙２「点検内容」に基づき年度内
    に２回実施すること。

（２）臨時点検業務

    設備の不時の故障等、速やかに点検を実施すること。

＜別紙５-２＞電光掲示装置保守点検業務仕様書
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【別紙１】 「対象機器一覧」

数量

  1.電光表示ユニット                                 1式

  2.電光ランニングユニット      1式

　3.直流電源装置                                1式

　4.分電盤                   1式

　5.受信制御装置                                      1式

　6.塔時計                   1式

　7.表示制御操作盤   1式

　8.図形入力装置                             1式

　1.ﾀｲﾐﾝｸﾞ･ｽｺｱﾘﾝｸﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾀ制御装置                    1式

　2.ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰﾈｯﾄﾜｰｸ装置                              1式

　3.ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ端末機                     1式

　4.速報ﾃﾚﾋﾞ出力装置                   1式

　5.遠隔地ﾃﾞｰﾀ処理装置                1式

　6.計時信号制御装置              1式

　1.ﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾏｰ PT-6000            ２台

　2.ﾀｯﾁﾌﾟﾚｰﾄ　　　　　　　　　　　　　　 １８枚

　3.移動型ｽｺｱﾎﾞｰﾄﾞ                            ６台

　1.主操作盤                                １台

　2.ｼﾞｬｯｼﾞ操作盤                      ８台

　3.電源装置                            １台

　1.主操作盤                            １台

　2.時間操作盤                         １台

　3.電源ﾎﾞｯｸｽ                           １台

　4.35秒計ﾙｰﾙ表示板                ４面

　5.35秒計ﾙｰﾙ操作盤                １台

　6.ｺﾞｰﾙ表示板                         ２台

　1.主操作盤                            １台

　2.ｼﾞｬｯｼﾞ操作盤　　　　　　　　　　　 １０台

　1.ｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾘﾝﾀｰ CT-916            ３台

　2.入力拡張ﾕﾆｯﾄ                     ２台

　3.光電子装置                         １式

　4.ﾃﾞｰﾀ出力制御装置               １台

　5.ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式周回表示装置         １式

F.ﾌｨｷﾞｱｽｹｰﾄ競技設備

G.ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ競技設備

機　器　名                  

A.電光表示装置

B.データー処理コンピューター設備

C.競泳競技設備

 D.ｼﾝｸﾛ･ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ競技設備

E.水球･ｱｲｽﾎｯｹｰ競技設備
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【別紙２】 「点検内容」

　 1.各装置の外観、破損状態の点検　　　　　　　　　　　　　

　 2.各装置の清掃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 3.各装置の電源ユニットの電圧測定　　　　　　　　　　　　

　 4.各装置の冷却ファンモータの動作確認　　　　　　　　　　

     （表示制御装置、直流電源装置、受信制御装置、表示操作盤、競技ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ盤）

　 5.テストプログラムによる動作確認　　　　　　　　　　　　　

　　　(電光掲示盤、移動型大型電光得点表示装置の表示、図形入力、ＦＤＤ出力)

　 6.電光表示盤のランプ断線確認　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　(電光掲示盤、移動型大型電光得点表示装置、ﾌｨﾙﾄﾞ競技記録表示盤）

　 7.競技コンピューター盤動作確認　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　(ボード診断プログラム、マニュアルチエック)

　 8.テストプログラムによる機能点検　　　　　　　　　　　　　　　

　　(ａ)体操、陸上の表示、登録、エントリー、選手紹介、競技録、プリント等（光波測定器を含む）

　　(ｂ)バレーボール、バスケットボール、ハンドボール、テニス、バトミントンの各種操作盤接続の

　　　　上競技表示等

　　(ｃ)サッカー、ラグビー、アメリカンフットボール、ホッケー　　　

    (ｄ)競泳、飛込み、水球、ｼﾝｸﾛﾅｲｽﾞﾄﾞｽｲﾐﾝｸﾞ、の表示、登録、      

　　　　ｴﾝﾄﾘｰ、選手紹介、競技、記録、ﾌﾟﾘﾝﾄ等及び各種操作盤接続の上競技表示等。

    (ｅ)ｱｲｽﾎｯｹｰ、ｲﾝﾄﾞｱｽｹｰﾄ、ﾌｨｷﾞｱ、の表示、登録、ｴﾝﾄﾘｰ、選手 の各種競技の表示 、紹介、競技、

　　　　記録、ﾌﾟﾘﾝﾄ等及び各種操作盤接続の上競技表示等。  　　　　

　 9.プリンターの動作及び機構部点検　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　(リボン交換等)

   10.CPUﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ、ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸの動作、及び機構部点検、清掃      

   11.CPUのｸﾛｯｸ及びﾚﾍﾞﾙの測定点検　　　　　　　　　　　　　　　　

 　12.総合動作試験　
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１ ． 総  則

２ ． 対象機器
低圧非常用発電機　 300ｋ Ｖ Ａ 　 １ 台

３ ． 業務内容
( 1) 定期点検業務

( 2) 臨時点検業務

＜別紙５ -３ ＞非常用発電設備保守点検業務仕様書

本仕様書は、 非常発電設備保守点検業務に関し 、 その適正を 期する ために必要な事項を 定めたも のである 。

設備の機能維持と 故障等の発生を 未然に防止する ため、 別紙「 保守点検項目」 に基づき 年１ 回定期点検を 実
施する こ と 。

設備の不時の故障等、 速やかに点検を 実施する こ と 。
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【 別紙】 保守点検項目

１ ． 点検項目

　 （ １ ） 作動点検

　 （ ２ ） 外観点検

　 （ ３ ） 機能点検

　 （ ４ ） 総合点検　 　

２ ． 点検基準

 （ １ ） 作動点検

　 　 　 ①手動及び自動で始動さ せ、 タ イ ムスケジュ ール、 シーケン ス制御の運転確認を 行う 。

　 　 　 ②運転中の各部の点検、 温度、 圧力、 排気色等の確認

　 （ ２ ） 外観点検

　 　 　 ①周囲の状況、 区画等、 水の浸透、 漏油の有無、 排気状況、 照明、 標識が適当である かの

　 　 　 　 点検。

　 　 　 ②表示が適当になさ れている かの点検。

　 　 　 ③自家発電設備

　 　 　 　 　 　 変形、 損傷、 脱落、 漏れ等の点検。

　 　 　 ④始動装置

　 　 　 　 　 　 変形、 損傷、 腐食等の点検。

　 　 　 ⑤制御装置

　 　 　 　 　 　 周囲の状況、 外形（ 変形、 損傷、 腐食等） 電源表示灯、 開閉器、 し ゃ 断器等の点検。

　 　 　 ⑥結線、 接続

　 　 　 　 　 　 結線、 端子の緩み脱落、 損傷等の有無。

　 　 　 ⑦計器類

　 　 　 　 　 　 変形、 損傷、 腐食等がなく 、 ０ 値に異常がないかの点検。

　 　 　 ⑧燃料タ ン ク 、 燃焼器、 冷却水タ ン ク

　 　 　 　 　 　 ア． 変形、 損傷、 漏れ等の有無の点検。

　 　 　 　 　 　 イ ． 規定の油量又は、 水量の点検。

　 　 　 　 　 　 ウ． 冷却水の汚れ又は、 腐敗等の有無の点検。 （ タ ン ク 内が汚れている と き は清掃を

　 　 　 　 　 　 　 　 行う こ と 。

　 　 　 ⑨排気筒

　 　 　 　 　 　 周囲の状況、 外形及び貫通部に変形、 損傷、 支持金具の緩み、 脱落等の有無の点検。
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　 　 　 　 　 　 ( 屋外キュ ービ ク ル形の消音器は錆取り 後、 耐熱ペイ ン ト で補修塗装）

　 　 　 ⑩配管

　 　 　 　 　 　 変形、 損傷、 漏れ等の点検。

　 　 　 ⑪予備品等

　 　 　 　 　 　 ヒ ュ ーズ、 電球、 工具等の備品及び回路図等の保管状態の確認。

 （ ３ ） 機能点検

 　 　 ①自家発電装置

　 　 　 　 ア． 潤滑油類の汚れ、 変質がなく 油量が適当かの点検。

　 　 　 　 イ ． 燃料、 オイ ルフ ィ ルタ ーの分解掃除、 ド レ イ ン 抜き

　 　 　 　 ウ． 給排気弁のタ ッ ペッ ト 調整、 及び弁バネ、 コ ッ タ ーが正常かの点検。

　 　 　 　 エ． 冷却装置

　 　 　 　 　 ラ ジエータ ー、 配管、 冷却用フ ァ ン 等の変形、 損傷、 漏れ、 冷却水の汚れ又は腐敗等の

　 　 　 　 　 有無の点検。 （ ラ ジエタ ー不凍液が不足のと き は補給のこ と ）

　 　 　 　 エ． 性能

　 　 　  　 　 運転状態が正常である か。 （ 異音、 異臭、 回転の状態の点検）

　 　 　 　 オ． 手動停止装置の作動の点検。

　 　 　 ②始動装置

  　 　 　 　 性能点検等

　 　 　 ③制御装置

　 　 　 　 　 ア． 開閉器類及びし ゃ 断器の端子、 開閉機能の点検。

　 　 　 　 　 イ ． ヒ ュ ーズ類に損傷、 溶断が無く 所定の種類及び容量のも のが使用さ れている かの

　 　 　 　 　 　 　 点検。

　 　 　 　 　 ウ． 継電器の脱落、 端子のゆる み、 接点の焼損及び圧力計等の計器類が正常かの点検。

　 　 　 　 　 エ． 表示灯類の点検。

　 　 　 　 　 オ． 故障表示、 及びリ レ ー試験。

　 　 　 ④計器類

　 　 　 　 電圧計、 周波数計、 回転計、 温度計、 圧力計等の計器類の作動状態の点検。

　 　 　 ⑤接　 地

　 　 　 　 接地抵抗測定、 及び著し い腐食、 発錆、 断線、 損傷等の点検。

　 　 　 ⑥耐震装置

　 　 　 　 アン カ ーボルト 、 可と う 式管継手等の変形、 脱落、 損傷等の有無の点検。

　 （ ４ ） 総合点検
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　 　 　 　 運転中の各部の点検、 温度、 圧力、 排気色等の確認。
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１ ． 総  則

本仕様書は、 照明制御装置保守点検業務に関し 、 その適正を 期する ために必要な事項を 定めたも のである 。

２ ． 対象機器

別紙１ 「 対象機器一覧」 参照

３ ． 業務内容

( 1) 定期点検業務

( 2) 臨時点検業務

設備の不時の故障等、 速やかに点検を 実施する こ と 。

＜別紙５ -４ ＞照明制御装置保守点検業務仕様書

設備の機能維持と 故障等の発生を 未然に防止する ため、 別紙２ 「 保守点検項目」 に基づき 年１ 回定期点
検を 実施する こ と 。
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【別紙１】対象機器一覧

Ｎｏ 名　　　称 数　量 摘　　　要

１ 制御盤 １面

２ 主操作盤 １面

３ 副操作盤 ２面

４ 分電盤 ６面 ・内部ＣＰＵユニット含む

５ 光ファイバーケーブル １００ｍ ・区間Ｌ１

１２０ｍ ・区間Ｌ２

１００ｍ ・区間Ｌ３

４０ｍ ・区間Ｌ４

４０ｍ ・区間Ｌ５

１３５ｍ ・区間Ｌ６

４０ｍ ・区間Ｌ７

４０ｍ ・区間Ｌ８

３００ｍ ・区間Ｌ９
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【別紙２】保守点検項目

Ｎｏ 名　　　称

１ 制御盤 ① 端子部の増締・機器取付状態の点検

② シーケンサプログラムの照合点検調整

③ ﾊﾞｲﾊﾟｽｽｲｯﾁの動作確認

２ 主操作盤 ① 端子部の増締・機器取付状態の点検

② 点灯プログラムの照合点検調整

③ タッチモニタースイッチの操作点検調整

④ 点灯・消灯等動作確認

３ 副操作盤 ① 主操作盤と同様の点検を行う

４ 分電盤 ① 端子部の増締・機器取付状態の点検

② 分電盤内各機器の機能点検

③ 各負荷絶縁測定

５ 光ファイバーケーブル ① 各区間の光度測定

点検項目
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１ ． 総  則

 本仕様書は、 Ｉ Ｔ Ｖ ・ 業務放送設備点検業務に関し 、 その業務の適正を 期する ために

必要な事項を 定めたも のである 。

２ ． 対象機器

別紙１ 「 対象機器一覧」 参照

３ ． 業務内容

( 1) 定期点検業務

 設備の機能維持と 故障等の発生を 未然に防止する ため、 別紙２ 「 保守点検項目」 に基づき

年１ 回定期点検を 実施する こ と 。

＜別紙５ -５ ＞I TV・ 業務放送設備点検業務仕様書
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【 別紙１ 】 　 対象機器一覧

設備の種類 数量 保　 守　 内　 容

Ｉ Ｔ Ｖ カ メ ラ 　 ９ 台 フ ォ ーカ ス、 ビーム等調整、 清掃

受像機 　 ４ 台 受像テスト

Ｉ Ｔ Ｖ 制御部 　 １ 式 外観及び機能点検、 各部の清掃

　 ＊接続コ ード 類等を含む。

＊業務放送設備点検

設備の種類 数量 保　 守　 内　 容

メ イ ンアンプ 12台 外観及び機能点検、 各部の清掃

ミ キサー卓 １ 台 外観及び機能点検、 各部の清掃

調整卓 １ 台 外観及び機能点検、 各部の清掃

サイ ド プレータ ー １ 台 外観及び機能点検、 各部の清掃

サイ ド テレコ １ 台 外観及び機能点検、 各部の清掃

スピーカ ー 22台 外観及び機能点検、 各部の清掃

ﾏｲｸﾛﾎﾝ他付属機器 １ 式 外観及び機能点検、 各部の清掃
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【 別紙２ 】 　 保守点検項目

１ ． カ メ ラ の点検

（ １ ） 外観点検
・ レンズのゆるみ損傷はないか
・ カ バーに異常な損傷はないか
・ 回転台の取り 付けにゆるみはないか
・ レンズの動作は正常か
・ 出力端子の取り 付けは確実か

（ ２ ） 信号系の点検
・ バッ ク フ ォ ーカ スは正常か
・ ホワイ ト バラ ンスは正常か
・ 色相は正常か
・ 黒バラ ンスは正常か
・ ク ロマレベルは正常か
・ Ｙ レベルは正常か
・ ホワイ ト グリ ッ プは正常か

（ ３ ） ビジコ ン、 Ｃ Ｃ Ｄ の点検
・ ド ッ ト 落ちはないか
・ ノ イ ズレベルは正常か
・ シェ ーデングはないか

（ ４ ） その他
・ 内、 外部の清掃
・ レンズの清掃
・ 回転台の清掃

２ ． モニタ ーテレビの点検

（ １ ） 外観点検
・ エスカ ッ ショ ンパネルの清掃
・ Ｃ Ｒ Ｔ 前面の清掃
・ ケースに異常な損傷はないか
・ ケースの清掃
・ 入出力端子の取り 付けは確実か
・ 電源コ ード に損傷はないか
・ 電源スイ ッ チの取り 付けは確実か
・ 終端抵抗切り 換えスイ ッ チの取り 付けは確実か

（ ２ ） 電気回路の調整機能点検
・ 色の調整が正常にでき るか
・ 電源電圧は規定値と なっ ているか
・ 水平発振周波数の調整はでき るか
・ フ ォ ーカ スの調整はでき るか
・ 輝度の調整はでき るか
・ 垂直振幅の調整は確実にでき るか

（ ３ ） 安全機能点検
・ 内部部品に異常な発熱変色がないか
・ 高圧部にスパーク が起こ っ てないか
・ ヒ ュ ーズは規格のも ので異常はないか
・ Ａ Ｃ コ ンセント は確実に取り 付いているか
・ 直流２ ４ Ｖ 端子に破損、 絶縁不良がないか

（ ４ ） 外観機能点検
・ 各スイ ッ チにガタ つき がないか
・ 各ボリ ュ ームにガタ つき 、 接触不良がないか
・ ラ ンプの点灯状況に異常はないか
・ ビデオ入出力コ ンセント は確実に接続さ れているか
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３ ． 同期信号発生器の点検
（ １ ） 外観点検

・ 外観ケースに異常な破損はないか
・ ラ ンプの点灯状況に異常がないか
・ 電源スイ ッ チの取り 付けは確実か
・ 各スイ ッ チの取り 付けは確実か

（ ２ ） 電気回路の機能点検
・ 内部部品に埃が、 つも っ てないか
・ 回路部品に異常な発熱変色がないか
・ ヒ ュ ーズは規格のも ので異常がないか
・ Ｈ Ｄ 出力は規定値であるか
・ Ｖ Ｄ 出力は規定値であるか
・ Ｓ Ｙ Ｎ Ｃ 出力は規定値であるか

４ ． スイ ッ チャ ーの点検
（ １ ） 外観点検

・ 外観ケースに異常な破損はないか
・ リ モート コ ント ロールコ ネク タ ーの取り 付けは確実か
・ 電源コ ード の取り 付けは確実か
・ 電源コ ード に損傷はないか
・ 入出力コ ネク タ ーの取り 付けは確実か
・ ケーブルに損傷はないか
・ ７ ５ Ω終端スイ ッ チの取り 付けは確実か
・ ラ ンプの点灯に異常がないか

（ ２ ） 電気回路の機能点検
・ 映像信号の入力は規定値以上か
・ 切り 換えタ イ ミ ングの乱れ、 ノ イ ズがないか
・ 電源電圧の確認と 調整はでき るか
・ ク ラ ンプパルスの調整は確実か
・ ビデオゲイ ンの調整は確実か
・ 同期結合の状態は確実か
・ 映像信号の出力は規定値以上か

５ ． 業務放送設備点検
（ １ ） ミ キサー及び調整ＭＩ Ｃ 入力

・ 外観上異常、 損傷はないか
・ セレク タ ーの動作は正常か
・ Ａ Ｔ Ｔ 動作は正常か
・ フ ェ ーダの動作は正常か
・ 表示は正常か

（ ２ ） 端子板の点検
・ 各端子の外観上異常、 損傷はないか
・ パッ チコ ード の清掃

（ ３ ） 調整外部出力の点検
・ 外観上異常、 損傷はないか
・ 音質、 音量は正常か
・ Ｖ Ｒ の動作は正常か
・ Ｖ Ｒ ジャ ッ ク の清掃

（ ４ ） モニタ ーＳ Ｐ の点検
・ 外観上異常、 損傷はないか
・ 音質、 音量は正常か

40



（ ５ ） グラ フ ィ ク イ コ ラ イ ザーの点検
・ 外観上異常、 損傷はないか
・ 各つまみ動作
・ 周波数別動作
・ 入出力端子

（ ６ ） 増幅器の点検
・ パワースイ ッ チの動作
・ ヒ ュ ーズ類の点検
・ 表示ラ ンプの点検
・ ボリ ュ ウムの点検

（ ７ ） 電源部の点検
・ 外観上異常、 損傷はないか
・ パワースイ ッ チの動作
・ 表示ラ ンプの点検
・ Ｖ Ｕ メ ータ ーの点検

（ ８ ） 電源増幅部の点検
・ 外観上異常、 損傷はないか
・ 音質は正常か
・ 入出力端子の点検
・ 入力Ａ Ｔ Ｔ の点検
・ 総合試験

（ ９ ） レコ ード 卓の点検
・ 外観上異常、 損傷はないか
・ 速度切り 換え
・ 機構
・ モータ ー
・ アームバラ ンス
・ 針、 針圧

（ １ ０ ） テープレコ ーダー部の点検
・ 外観
・ メ カ 動作
・ テープ速度
・ 録再動作
・ メ ータ ー表示器
・ その他（ リ モコ ン）

（ １ １ ） ワイ ヤレス機器の点検
・ 外観上異常、 損傷はないか
・ 同調
・ スケルチ
・ アンテナ
・ マイ ク 電池

（ １ ２ ） スピーカ ーの点検
・ 各スピーカ ーの鳴動確認
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１ ． 総  則

 本仕様書は、 電話交換設備保守点検業務に関し 、 その適正を 期する ために必要な事項を

定めたも のである 。

２ ． 対象機器

　 別紙１ 「 対象機器一覧」 参照

３ ． 業務内容

定期点検業務

設備の機能維持と 故障等の発生を 未然に防止する ため、 別紙２ 「 保守点検項目」 に基づき

年２ 回定期点検を 実施する こ と 。

＜別紙５ -６ ＞電話交換設備保守点検業務仕様書

42



【 別紙１ 】 「 対象機器一覧」

対 象 機 器 数 量

電子式交換機 Ｃ Ｓ －１ ０ ０ 一式

多機能電話機　 　 　 　 　 　 　 32台
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【 別紙２ 】 「 保守点検項目」

１ ． 外観点検

( 1) 装置架及び各部の汚損、 損傷、 腐食等の有無。

( 2) 装置架及び各部の緩みの有無。

( 3) 固定金具の劣化、 固定ボルト 等の緩みの有無。

( 4) エアフ ィ ルタ の汚れ、 目詰まり 等の有無。

( 5) 各部品、 プリ ン ト 基板、 配線等の汚損､損傷、 加熱、 変色等の有無。

２ ． 機能点検

中央処理系

( 1)

( 2)

( 3)

通話系

( 1) 可聴信号試験は、 電話機よ り 各種機能接続を 行い、 各種可聴信号を 確認。

( 2) 局線表示盤試験は、 通話中のラ ン プ点灯状態を 確認。

( 3) 局線ト ラ ン ク 試験は継ぎによ る 。

全局線( 専用線を 含む） の発信接続を 行い、 誤接続の有無及び通話品質を 確認。

全局線( 専用線を 含む） の着信接続を 行い、 応答を 確認。

( 4)

( 5)

( 6)

( 7) 各種音声ガイ ダン スの通話品質を 確認

( 8) 押ボタ ン 電話機等によ り 発信し 、 誤接続の有無を 確認。

( 9) フ ァ ン の入力電圧、 セン サ動作、 回転状況が正常か確認。

系が二重化さ れている 機種の場合には、 系の手動切り 替えスイ ッ チ、 またはコ マン ド によ り

CPUのACT→SBYおよ びSBY→ACTと 切り 替わる こ と 。

障害表示試験は、 システムの稼動に影響し ない範囲の擬似障害（ フ ァ ンアラ ーム。 試験電話

機のロ ッ ク アウト 等） を 発生さ せ、 警報表示及び障害情報を 確認。

メ モリ ー及びハード 時計のメ モリ バッ ク アッ プ電池の出力テスト ポイ ン ト を 有する 場合には､

出力が正常であるこ と 。

ページン グ試験は、 内線電話機より 特番を ダイ アルし 、 ページン グト ラ ンク の補足、 呼び出

し 音声の状態を 確認。

会議通話試験は、 内線電話機より 特番を ダイ アルし 、 会議ト ラ ンク の補足、 機能確認及び通

話品質を 確認。

ポケベル試験は、 内線電話機よ り 特番を ダイ アルし 、 ポケベル装置の補足及び呼び出し 機能

を 確認。
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３ ． 電源装置

( 1) 電源部( 整流装置) の充電状態を 点検。

( 2) 蓄電池の損傷、 漏液、 汚損等の有無。

( 3) 交換機内部電源にテスト ポイ ン ト を 有する 場合には、 電圧を 確認。

４ ． 入出力装置

( 1) 保守コ ン ソ ール試験を 次によ り 行う 。 自己診断機能がある 場合は当該手順に基づき 点検する 。

キーボード の汚れ及びラ ン プ の点灯状態を 確認。

ディ スプレ イ の汚れ及び表示状態を 確認。

( 2) 通話慮金管理機能の動作確認。

( 3)

５ ． 付属機器等

( 1) MDF等の各端子の取り 付け状態の点検。

( 2) 内線電話機の試験は試験内線よ り 発信接続を 行い。 誤接続の有無及び通話品質の確認。

また試験内線への着信接続を 行い着信音､鳴動及び応答確認を 行う 。

( 3) 多機能電話の試験は下記によ る 。

試験多機能電話機よ り 発信接続を 行い。 誤接続の有無及び通話品質の確認を 行う 。

また試験多機能内線への着信接続を 行い、 着信音、 鳴動及び応答確認を 行う 。

６ ． 運転環境

保守コ ン ソ ールで障害ロ ギン グを 出力・ 分析する 。

７ ． 設置環境

( 1) 交換機室の温度、 湿度等の規定が範囲内である こ と 。

( 2) 異常音及び異臭の有無を 点検。

補助記憶装置と し てFDD等を 装備し ている 機種の場合には、 FDD等の試験はTESTコ マンド を 投

入し 動作を 確認。 また新し いフ ァ イ ルを 挿入し 、 ラ イ ト コ マン ド を 投入し て動作を 確認。

試験多機能電話機でフ ァ ン ク ショ ン キー、 ダイ アルキーの操作状態及び各機能の試験を 行い、

機能を 確認する と と も に表示の確認を 行う 。

保守コ ン ソ ールが印字機能を 有する 場合には任意コ マン ド を 投入し 、 出力メ ッ セージの印字

状態を 確認。
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１ ． 総　 　 則

　 本仕様書は、 プール水の水質検査業務に関し

その適正を期すため必要事項を定めたも のである。

２ ． 業務内容

別紙予定数量表の検査を行う こ と 。

＜別紙５ -７ ＞プール水・ 水質検査業務仕様書
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【 別紙】 水質検査予定数量表

項目 採取場所 検体数 年間回数 年間検体数

プール水5項目+残塩 25ｍ温水プール 1 12 12

総ト リ ハロメ タ ン 25ｍ温水プール 1 1 1

プール水5項目+残塩 50ｍプール 1 3 3

総ト リ ハロメ タ ン 50ｍプール 1 1 1

プール水5項目+残塩 飛び込みプール 1 3 3

総ト リ ハロメ タ ン 飛び込みプール 1 1 1

25ｍ温水プール 1 12 12

50ｍプールNo1， No2 2 3 6

飛び込みプールNo1， No2 2 3 6

プール水５ 項目　 　 （ シーズン中指示すると き に行う ）

１ ・ 過マンガン酸カ リ ウム消費量　 ２ ・ 濁度　 ３ ・ 一般細菌　
４ ・ 大腸菌群　 ５ ・ ｐ Ｈ 値

循環ろ 過装置出口の濁度
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１ ． 総　 　 則

　 本仕様書は、 可動屋根保守点検業務に関し 、

その適正を期すため必要事項を定めたも のである。

２ ． 対象機器

（ １ ） 可動屋根本体　 　 　 　 　 　１ 式

（ ２ ） 機械駆動関係　 　 　 　 　 　１ 式

（ ３ ） 電気、 制御関係　 　 　 　 　 　１ 式

３ ． 点検回数

年２ 回

３ ． 業務内容

（ １ ） 可動屋根本体点検
１ ． 可動レール及び戸車の損傷の有無
２ ． 召合わせ部ゴムの切断の有無
３ ． コ ーキングの切断の有無

（ ２ ） 駆動装置点検清掃作業内容
１ ． 制御盤
　 　 　 ａ ． 動作機能テスト 、 リ レー接点点検、 調整
　 　 　 ｂ ． 絶縁測定
　 　 　 ｃ ． 各端子増締及び、 盤内清掃

２ ． 駆動部
　 　 　 ａ ． モータ ー本体の絶縁測定
　 　 　 ｂ ． 駆動状態の確認
　 　 　 ｃ ． 必要な油脂類の補充、 交換
　 　 　 ｄ ． チェ ーンの弛みの点検

３ ． 金属酸化剥離部の清掃及び防錆塗装

４ ． 試運転及び調整

＜別紙５ -８ ＞可動屋根保守点検業務仕様書
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１ ． 総則

　 本仕様書は、 自動ド ア設備保守点検業務に関し 、 その適正を 期する ために
必要な事項を 定めたも のである 。

２ ． 対象機器及び点検回数

ｴﾝｼﾞ ﾝﾄﾞ ｱ： ４ 基

点検回数: 年２ 回

３ ． 業務内容　

（ １ ） 定期点検業務

　 設備機能維持と 故障等の発生を 未然に防止する ため、 別紙「 保守点検項目」 に基
づき 実施する こ と 。

（ ２ ） 臨時点検業務

　 設備の不時の故障等、 速やかに点検を 実施する こ と 。

＜別紙５ -９ ＞自動ド ア設備保守点検業務仕様書
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【 別紙】 「 保守点検項目」

①保守点検整備対象

ａ ． ド アエンジン装置（ 本体）

ｂ ． ド アエンジン動力部装置

ｃ ． ド アエンジン制御部装置

ｄ ． ド アエンジン操作スイ ッ チ及び制御スイ ッ チ

②保守点検整備内容

ａ ． ド アエンジン装置各部の点検及び調整

ｂ ． ド アエンジン開閉速度、 ク ッ ショ ン作動の異常有無の点検及び調整

ｃ ． ド アエンジン装置の電気回路の異常有無の点検及び調整

ｄ ． オイ ル洩れの有無の点検及び調整

ｅ ． オイ ル不足、 潤滑油不足の有無の点検及び補充

ｆ ． ド アが当たっ ていないか、 摺れていないか点検整備

ｇ ． 消耗度の甚し い部品はないか点検

ｈ ． その他の点検及び調整
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１ ． 総  則
　 本仕様書は、 空調用自動制御機器等保守点検業務に関し 、 その適正を 期する 為に

必要な事項を を 定めたも のである 。

２ ． 対象機器
　 別紙１ 「 対象機器一覧」 参照

３ ． 業務内容

（ １ ） 定期点検業務
設備の機能維持と 故障等の発生を 未然に防止する ため、 別紙２ 「 保守点検項目」 に

基づき 下記のと おり 定期点検を 実施する こ と 。

中央監視盤においては、 年1回の内部清掃を 主体と し た整備を 行う 。

自動制御設備においては、 巡回訪問によ り 設備の運転状況を 観察し 、 運転状況が正常
でないと 判断さ れた場合には適時微調整を 実施する 。

（ ２ ） 臨時点検業務

設備の不時の故障等、 速やかに点検、 応急措置、
調整を 実施する こ と 。

（ ３ ） 本業務に関連する 機器等であっ ても 冷凍機及びボイ ラ ー本体に直接付属し ている

自動機器の保守作業は除外する 。

（ ４ ） 次に揚げる 部品類等は2年周期で交換する こ と 。
※ク ラ ン ク ピ ン 玉軸受

※ピ スト ン ピ ン 針状コ ロ 軸受

※オイ ルシール
※ク ラ ン ク 軸玉軸受Ａ

※ク ラ ン ク 軸玉軸受Ｂ
※ピ スト ン ピ ン

※シリ ン ダーヘッ ド パッ キン

＜別紙５ －１ ０ ＞空調用自動制御機器等保守点検業務仕様書
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【別紙１】対象機器一覧

1 AHU－４０１（準備部外気処理系統）
白金測温抵抗体 1 TY7700B31
デジタル指示調節計 1 R312GA040500
アイソレータ 1 RY7910S2041
モジュトロールモータ 1 M904F1076
弁リンケージ 1 Q455C1052
混合形三方弁 1 V5065A6027
室内形湿度調節器 1 H615A1004

2 AHU－４０２（玄関ロービー系統空調機）
室内形温度検出器 1 T7090C100
デジタル指示調節計 1 R36TR1UA2300
アイソレータ 1 RY7910S2041
モジュトロールモータ 1 M904F1076
弁リンケージ 1 Q455C1052
混合形三方弁 1 V5065A6043
室内型湿度調節器 1 H615A1004

3 AHU－４０２ＶＡＶ（１Ｆギャラリー系統）
室内型湿度調節器 1 Ｔ9065B2028
VAVユニット 1 SAVL-500

4 AHU－４０３（温水プール系統空調機）
白金測温抵抗体 1 TY7700B31
デジタル指示調節計 1 R36TR1UA2300
アイソレータ 1 RY7910S2041
モジュトロールモータ 1 M904F1076
弁リンケージ 1 Q455C1052
混合形三方弁 1 V5065A6068

5 地域配管廻り制御系統
NDI11-1122W 1 差圧発信器
R7372C920P 1 電子式指示調節計
M904F1076 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
VDC（50A) 1 ｹｰｼﾞ形複座調節弁
NAX421-1 1 42V直流定電圧ﾕﾆｯﾄ
NDI11-1122W 1 差圧発信器
R7372C920P 1 電子式指示調節計
NDI11-1122W 1 差圧発信器
R7372C920P 1 電子式指示調節計
P668A1038 1 圧力調節器
P668A1038 1 圧力調節器

6 502、503　加圧タンク、補給水タンク制御系統
P6681038 1 圧力調節器
他社製品 1 電磁弁
NQI-110 1 液面発信器
NAX144-1 1 モニタスイッチ（１）
NAX144-1 1 モニタスイッチ（２）
NAX144-1 1 モニタスイッチ（３）
TME-152V 1 縦型指示計
M604C1166 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5063A6052 1 単座2方弁
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NAX421-1 1 42V直流定電圧ﾕﾆｯﾄ
P668A1038 1 圧力調節器
P668A1038 1 圧力調節器

7 101　競泳用プール　加温、冷却制御系統
TY751B16 1 ニッケル測温抵抗体
Ｒ３１ 1 デジタル指示調節計
M904F1076 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5063A6060 1 単座２方弁
APN2103 1 切換えスイッチ
M604C1166 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5064A6036 1 複座２方弁
M604C1166 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5064A6036 1 複座２方弁
TY751B16 1 ニッケル測温抵抗体
R7650D1017 1 ﾀﾞｲｱﾗﾊﾟｯｸ調節計

8 102　飛込みプール　加温制御系統
TY751B16 1 ニッケル測温抵抗体
R7372DN100 1 電子式指示調節計
M904F1076 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5063A6086 1 単座２方弁
TY751B16 1 ニッケル測温抵抗体
R7650D1017 1 ﾀﾞｲｱﾗﾊﾟｯｸ調節計
APN2103 1 切換えスイッチ
M604C1166 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5064A6028 1 複座２方弁
M604C1166 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5064A6028 1 複座２方弁

9 103　温水プール　加温制御系統
TY751B16 1 ニッケル測温抵抗体
Ｒ３１ 1 デジタル指示調節計
M904F1076 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5063A6086 1 単座２方弁
APN2103 1 切換えスイッチ
M604C1166 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5064A6028 1 複座２方弁
M604C1166 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5064A6028 1 複座２方弁

10 104　温水プール用　スクリュウ型熱交換器
TY7700B16 1 白金測温抵抗体
Ｒ３１ 1 デジタル指示調節計
M904F1076 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5063A6078 1 単座２方弁

53



T675A1888 1 挿入形温度調節器
APN2103 1 切換えスイッチ
M604C1166 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455D1051 1 弁リンケージ
V5064A6051 1 複座２方弁
M604C1166 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455D1051 1 弁リンケージ
V5064A6051 1 複座２方弁

11 105　一般空調　スクリュウ型熱交換器
TY7700B16 1 白金測温抵抗体
Ｒ３１ 1 デジタル指示調節計
M904F1076 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5063A6052 1 単座２方弁
T675A1888 1 挿入形温度調節器
APN2103 1 切換えスイッチ
M604C1166 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5064A6044 1 複座２方弁
M604C1166 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5064A6044 1 複座２方弁

12 106　給湯　スクリュウ型熱交換器
TY7700B16 1 白金測温抵抗体
R7372DP010 1 電子式指示調節計
M904F1076 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5063A6052 1 単座２方弁
T675A1888 1 挿入形温度調節器
APN2103 1 切換えスイッチ
M604C1166 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5064A6028 1 複座２方弁
M604C1166 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5064A6028 1 複座２方弁

13 フロアヒーティング制御系統
TY751B16 1 ニッケル測温抵抗体
SPC650E 1 アナログ温度調節計
M904F1076 1 ﾓｼﾞｭﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ
Q455C1052 1 弁リンケージ
V5063A6052 1 単座２方弁

14 中央管制装置ＳＡＶＩＣ－net11
MCL 1
PRT 1
HCP 1

デジタルポイント 180
アナログポイント 60
積算ポイント 6
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【別紙２】保守点検項目

自動制御設備

巡回訪問により設備の運転状況を観察し、運転状況が正常
でないと判断された場合には適時微調整を実施する。

中央管制装置

1 中央処理装置（ＭＣＬ）

（１）目視点検及び清掃
（２）各ユニット組付、端子の増締、コネクタ類点検
（３）電源ユニット（メモリー、ロジック）制御電圧の点検、リップル調査
（４）バックアップバッテリー電圧の確認
（５）伝送信号点検及びレベル調査
（６）タイムプログラムの確認
（７）コントロールカードの目視点検及び清掃
（８）データ表示部の確認
（９）ファンクションスイッチキー及びテンキーの作動確認
（10）インターホンの機能点検
（11）ディスプレイ表示及び輝度点検

2 プリンター（ＰＲＴ）

（１）目視点検及び清掃
（２）各ユニット組付、コネクタ類点検
（３）制御電圧の点検
（４）各種機能点検
（５）プリントアウト状態の点検
（６）機械的可動部の注油及び清掃

3 グラフィックドライバー

（１）目視点検及び清掃
（２）各ユニット組付、コネクタ類点検
（３）制御電圧の点検及びクロック信号の点検
（４）コントロールカードの清掃
（５）プリントアウト状態の点検
（６）リレーユニットの点検

4 変換器盤

（１）目視点検及び清掃
（２）各ユニット組付、端子の増締、コネクタ類点検
（３）各種制御信号点検
（４）電源ユニット制御電圧の点検
（５）伝送信号点検
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　 　 ( 1) 作業概要
　 　 　 ポート アイ ラ ンド スポーツセンタ ー地下機械室内設置のタ ーボ冷凍機２ 基は、 夏
　   　 の冷房時は空調用、 スケート 時には冷凍用と し て使用し 、 年間連続運転である。
　   　 よっ てそれに対応し た定期保守点検を 行う も のと する 。

　 　 ( 2) 対象機器名
　 　 　 遠心式冷凍機　 ２ 基　 冷媒 Ｒ -１ ３ ４ Ａ （ 代替フ ロン ）
　 　 　 冷凍能力　 　 　 冬 １ ４ ０ Ｕ Ｓ Ｒ Ｔ 　 夏 １ ６ ５ Ｕ Ｓ Ｒ Ｔ
　 　 　 製造メ ーカ 　 　 三菱重工（ 株）

　 　 ( 3) 作業内容
　 　 　 1) ． 冷凍より 冷房への切り 替え作業
　 　 　  ①整備作業
　 　 　 　 ア. 圧縮機及び電動機関係の潤滑油の抽出
　 　 　 　 イ . 冷媒の抽出
　 　 　 　 ウ. 抽気回収装値の分解点検、 油の交換及び試運転
　 　 　 　 エ. 圧縮機、 オイ ルフ ィ ルタ ー及び冷媒フ ィ ルタ ー( 液冷用) の分解点検、 清
　 　 　 　 　 　 掃、 必要に応じ てエレ メ ント の取替えを する。
　 　 　 　 オ. エゼク タ ー用ド ラ イ ヤーの取替え( シリ カ ゲルケース共)
　 　 　 　 カ . ラ プチャ ーデスク の取替え
　 　 　 　 キ. 冷凍機用計器点検
　 　 　 　 ク . 保安リ レ ー電気回路の点検調整　 　       ケ. 自動制御装置関係の点検調整
　 　 　 　 コ . 各温度計の点検
　 　 　 　 サ. 圧力テスト 及び真空テスト
　 　 　 　 シ. オイ ルク ーラ ーの洗浄
　 　 　 　 ス. コ ンデンサーク ーラ ー及びエバポレ ータ ーチュ ーブの清掃
　 　 　 　 セ. 水室内の清掃及び塗装
　 　 　 　 ソ . ブラ イ ンの回収及び配管内洗浄
　 　 　 　 タ . その他シーズン 中の不具合ケ所修理点検
　 　 　  ②試運転調整作業
　 　 　 　 ア. 圧縮機、 抽気回収器オイ ルの入れ替え
　 　 　 　 イ . 冷媒充填( 必要に応じ て補充)
　 　 　 　 ウ. 電動機回転方向の確認
　 　 　 　 エ. 試運転調整
　 　 　 　 オ. 各種保安リ レ ーの作動確認
　 　 　 　 カ . 手動運転による 点検調整
　 　 　 　 キ. 自動運転による 点検調整
　 　 　 　 ク . 冷却塔バイ パス弁の点検及び温度調整

　 　 　 2) ． 冷房より 冷凍への切り 替え作業
　 　 　  ①整備作業
　 　 　 　 ア. 圧縮機及び電動機関係の潤滑油の抽出
　 　 　 　 イ . 冷媒の抽出
　 　 　 　 ウ. 抽気回収装置の分解点検、 油の交換試運転
        エ . 圧縮機、 オイ ルフ ィ ルタ ー及び冷媒フ ィ ルタ ー（ 液冷用） の分解点検、 清掃
　 　 　 　 　  必要に応じ てエレ メ ント の取替を する。
　 　 　 　 オ. エゼク タ ー用ド ラ イ ヤーの取替え( シリ カ ゲルケース共)
　 　 　 　 カ . ラ プチャ ーデスク の取替え
　 　 　 　 キ. 冷凍機用計器点検
　 　 　 　 ク . 保安リ レ ー電気回路の点検調整
　 　 　 　 ケ. 自動制御装置関係の点検調整
　 　 　 　 コ . 各温度計の点検
　 　 　 　 サ. 圧力テスト 及び真空テスト
　 　 　 　 シ. オイ ルク ーラ ーの洗浄
　 　 　 　 ス. コ ンデンサーク ーラ ー及びエバポレ ータ ーチュ ーブの洗浄
　 　 　 　 セ. 水室内の清掃及び塗装
　 　 　 　 ソ . 冷水の放出及び配管内洗浄
　 　 　 　 タ . その他シーズン 中の不具合ケ所修理点検
　 　 　  ②試運転調整作業
　 　 　 　 ア. 圧縮機、 抽気回収器オイ ルの入れ替え

＜別紙５ -１ １ ＞タ ーボ冷凍機保守点検業務仕様書
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　 　 　 　 イ . 冷媒充填( 必要に応じ て補充)
　 　 　 　 ウ. 電動機回転方向の確認
　 　 　 　 エ. 試運転調整
　 　 　 　 オ. 各種保安リ レ ーの作動確認
　 　 　 　 カ . 手動運転による 点検調整
　 　 　 　 キ. 自動運転による 点検調整
　 　 　 　 ク . 冷却塔バイ パス弁の点検及び温度調整
　 　 　 3) ． シーズン中の巡回点検作業

本作業は、 冷房期間、 冷凍期間の
それぞれ毎月１ 回巡回点検を 行い、 日常運転記録により 冷凍機の運転状態を チェ
ッ ク すると 共にその時点での各点検項目の結果に応じ て必要なら ば調整を 行う

　 　 　  ①作業項目
　 　 　 　 ア. 圧縮機の油圧、 油面、 油温、 振動騒音の点検
　 　 　 　 イ . 冷水、 冷却水の出入口温度の点検
　 　 　 　 ウ. 蒸発器及び凝縮器の温度圧力関係の点検
　 　 　 　 エ. 油圧、 高圧、 低圧、 油温、 ブラ イ ン冷却水減水等のリ レ ー作動点検
　 　 　 　 オ. 自動運転の電気的、 機械的点検及び回収装置の点検

　 　 　 4) ． その他
　 　 　 　 点検で生じ た廃油残材は、 処分する こ と 。
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（ １ ） 対象機器
　 　 1) . 　 空気調和器　 ３ 台

　 　    ４ ０ ２ 系統     5. 5KW×1
　 　 　 　 　 　  　  　 　   水平型　 ＃２ ０
　 　   　 　 　 　 　 　 　   送風機　 18, 000　 /H×30　 Aq
　 　   　 　 　 　 　 　 　   冷房　 70, 000Kcal /H      暖房  76, 000Kcal /H
　 　   　 　 　 　 　 　 　   冷温水コ イ ル  4列  冷水 235l /H  温水 130l /H
　 　   　 　 　 　 　 　 　   加湿器　 加圧噴霧  9Kg/H
　 　   　 　 　 　 　 　 　   フ ィ ルタ -  差圧式自動巻取フ ィ ルタ -

  　 　 　 ４ ０ ３ 系統　  　 7. 5KW×1
      　 　             水平型　 ＃３ ０
  　 　 　 　 　 　 　 　 　   送風機　 25, 000　 /H×25　 Aq
  　 　 　 　 　 　 　 　 　   暖房  370, 000Kcal /H
  　 　 　 　 　 　 　 　 　   温水コ イ ル  8列　  温水 620l /H
  　 　 　 　 　 　 　 　 　   フ ィ ルタ -  差圧式自動巻取フ ィ ルタ -

（ ２ ） 点検周期
　 　 　 使用開始時と 使用開始後１ 月以内毎に１ 回。

（ ３ ） 点検項目
　 　  1) .  冷温水コ イ ルエリ ミ ネータ ーの点検及び 清掃
    　 　  　 ( 1) コ イ ルフ ィ ンの破損、 変形、 目詰り を 点検清掃する。
    　 　  　 ( 2) エリ ミ ネータ ーの破損、 変形、 錆等の有無を 点検する 。
      　 　  ( 3) ｴﾘﾐﾈー ﾀｰは必要に応じ 錆止塗装のこ と
 　 　 2) .  加湿装置の点検
    　 　  　 ( 1) ノ ズルの目詰り を 点検し 、 清掃する。
     　 　 　 ( 2) 配管の水漏れ、 錆の有無を 点検する。
　 　      　 ( 3) ウェ ッ ト マスタ ーの加湿状態の確認を する。
　 　   3) . ド レ ンパン の点検
　 　  　   　 ( 1) 排水し て清掃、 排水口の手入れを 行う 。
　 　  　   　 ( 2) 吸水口のスト レ ーナーの点検、 清掃を する。
　 　  　   　 ( 3) 発錆、 腐食、 キ裂、 その他水漏れを 点検する。
　 　        ( 4) 内部清掃後に行う ｡必要に応じ て修理塗装のこ と
　 　   4) . 空気ろ 過機の 点検( ｺｻﾄﾛﾝ)
　 　      　 ( 1) 集じ んユニッ ト の点検及び洗浄を 行う 。
　 　  　   　 ( 2) 電源及び保護装置を 点検整備する。
　 　      　 ( 3) フ ィ ルタ ーの脱着状態及び枠の破損、 変形錆等の有無を 点検する。
　 　   　 　  ( 4) オート エアーフ ィ ルタ ーの作動状態及び、 真空掃除機を 点検する。
　 　 　 5) . フ ァ ンの伝導 装置の点検
　 　      　 ( 1) Ｖ ベルト の張り 具合及び損傷、 摩耗等の状態を 点検
　 　    　 　 ( 2) プーリ ーの溝の摩耗、 キーのゆるみ、 破損錆等を 点検する。
　 　   　  　 ( 3) ダン パーの作動点検を 行う 。
　 　   6) . フ ァ ン・ 電動機の軸受点検
　 　     　 ( 1) 外部清掃を する。 ( 羽根部も 含む)
　 　     　 ( 2) 給油形のも のはグリ ースを 交換する。
　 　     　 ( 3) 軸又はカ ッ プリ ングなどにてこ を 当てて持ち上げ、
　 　       ( 4) 軸受のガタ の有無を 点検するｶﾞ ﾀがある も のは修理又は交換する。
　 　   7) . フ ァ ンのバラ ンスの点検
　   　 　 　 ( 1) フ ァ ン の異音、 異常振動を 点検する。
　 　     　 ( 2) 羽根車の摩耗、 腐食、 変形、 点検清掃を 行う 。
　 　     　 ( 3) 羽根車のバラ ンスの点検を 行う 。
 　 　  8) . その他の点検
 　 　    　 ( 1) ケーシングのセッ ト ボルト 及びその他のボルト について発錆し ているも
　 　 　 　 のは、 交換するこ と 。
　 　 　 　 　 ( 2) 空調機周り の冷温水系スト レ ーナーの点検・ 清掃を 行う
 　 　  9) . 塗装
  　 　 　   ( 1) 各ダン パの防錆塗装（ 発錆部のみと する）
  　   　 　 ( 2) ド レ ン パンを ケレ ン後タ ールエポ塗装（ 発錆部のみと する）

＜別紙５ -１ ２ ＞空調機保守点検業務仕様書
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　 　 ( 1) ポンプのタ ーニング弁類の開閉作動確認、 各種機械の点検を 行う 。

　 　 ( 2) ろ 過装置については常に逆流状態を 確認し 正常なろ 過状態にあるこ と 。

　 　 ( 3) 除毛器及び漉し 網の清掃を 行う 。

　 　 ( 4) 次亜塩素の補給、 管理日誌の記入

　 　 ( 5) 水質検査及びその他附帯業務

　 　 　 ( ア) 残留塩素値と Ｐ Ｈ の測定を ２ 時間おき に行う 。

　 　 　 ( イ ) 水温、 室温、 外気温の測定を ２ 時間おき に行う 。

　 　 　 ( ウ) 水道、 ガス、 電気の検針を １ 日１ 回行う 。

　 　 ( 6) 機器・ 配管その他に発錆ある 場合は随時補修塗装を 行う 。

　 　 ( 7) 各機器の軸受部の給油給脂を 充分に行う 。

　 　 ( 8) 薬注装置のフ ィ ーダダイ ヤフ ラ ム部を 分解し 、 清水で洗浄する 。 （ 年２ 回以上）

　 　 ( 9) ろ 過機用遠隔操作エアーコ ン プレ ッ サーのド レ ン抜き を 行う 。 （ 日１ 回以上）

　  ( 10) ボイ ラ ーの運転を 行い、 温水プールの暖房及び水温を 常時適性に保つこ

      と 。

　  ( 11) 競技大会時又通常においても 著し く 水温が変化し ている場合は、 温水プールのみ

      なら ず競泳飛込プールについても ボイ ラ ー、 冷凍機を 運転し 、 水温調整を

     行う こ と 。 特に競技大会時においては数日前より 監視調整を する 。

　  ( 12) その他プール設備保守運転管理に必要な業務

＜別紙５ -１ ３ ＞プール機械設備保守・ 運転管理業務仕様書
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　 　 ( 1) 冷凍機その他附帯設備を 運転し ブラ イ ン出入口温度を スケート リ ンク に必要な最

      良の状態に維持する。

　 　 ( 2) ブラ イ ンによる腐触を 防止するため定期的にサンプリ ングを 実施し Ｐ Ｈ 濃度調整

      を 行う 。

　 　 ( 3) 冷凍機の運転記録を ２ 時間ごと に行い、 冷凍機に異常がないかどう か確認する 。

　 　 ( 4) 冷却管へ供給するブラ イ ンの流れ方向を 必要に応じ 切替るこ と 。

　 　 ( 5) 冷凍機冷却水の水質管理を 行う 。

　 　 ( 6) 氷質管理者と 密接に連絡を と り 氷の状態を 常に最良にする。

　 　 ( 7) 管理日誌を 記入し 常に省エネルギーに努める こ と 。

　 　 ( 8) 各機器の維持保守を 行う 。

　 　 ( 9) その他スケート 機械設備保守運転管理に必要な業務

＜別紙５ -１ ４ ＞スケート 機械設備保守・ 運転管理業務仕様書
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１ ． 対象機器

・ 真空式温水発生機( 日本サーモエナー： Ｇ Ｓ Ｌ －1000Ｃ Ｎ 型、 伝熱面積20. 4㎡) ２ 台

２ ． 業務内容

　 （ １ ） 対象機器の機能が絶えず円滑に稼働でき るよ う 点検等を 行う も のと する。

　 （ ２ ） 保守点検項目は次のと おり と する。

■通常点検（ １ 回目）

①ボイ ラ ー本体

制御機器作動点検、 外観点検、 真空度点検

②ガスバーナー

着火装置点検、 炎検出器点検、 遮断弁、 ガバナ等ガス漏れ点検、

燃焼状態確認、 制御機器作動点検、 外観点検

■整備作業（ ２ 回目）

①ガスバーナー

着火装置分解清掃、 スト レ ーナー分解清掃、

二次空気取入口清掃、 燃焼（ 排ガス測定）

ガス漏れ確認及び通常点検

＜別紙５ -１ ５ ＞ボイ ラ ー保守点検業務仕様書
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ポート アイ ラ ンド スポーツ センタ ー外周清掃等業務仕様書 

 

 

 

１ ． 業務日及び時間 

 休館日（ 原則水曜日） 及び年末年始（ 12/31～1/2） 以外のすべての日と する。  

 業務時間は午前 7 時 30 分から 午後 3 時 30 分までと する。  

 

２ ． 業務内容 

＜日常業務＞ 

①男女更衣室貸し ロッ カ ーの点検 

②玄関（ 1 階及び 2 階） 及びロータ リ ー付近の清掃 

③1 階ロビー、 貸し 靴室前、 ギャ ラ リ ー及び風除室の床掃き 掃除 

④各種旗掲揚及び収納 

⑤館外周の清掃（ ゴミ 、 落ち葉）  

 

＜特別業務＞ 

①スケート 期間のリ ン ク サイ ド 、 団体休憩室清掃、 床掃き 掃除 

②夏季の植木の散水作業 

③外周の雑草取り 、 草刈作業 

④外周の生垣立ち木の剪定作業 

⑤スケート 期間のリ ン ク サイ ド 、 団体休憩室の巡回ゴミ 収集 

⑥プール期間の始業前の男女更衣室清掃（ スノ コ の粘着テープのローラ ーによる）  

 

３ ． 届け出書類等 

①作業報告書（ 作業内容・ 場所・ 作業人数の明記し たも の） を 提出し 、 施設管理者の 

点検を受ける こ と 。  

②業務責任者及び作業場所ごと に現場代理人を 選定し 、 事前に施設管理者に書面にて届け出 

る こ と 。  

 

４ ． その他 

  ・ 業務を 行う のに必要な器具及び資材は受託者の責任と 費用により 調達するも のと する。  
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ポート アイ ラ ンド スポーツ センタ ー外周清掃等業務仕様書 

 

 

 

１ ． 業務日及び時間 

 休館日（ 原則水曜日） 及び年末年始（ 12/31～1/2） 以外のすべての日と する。  

 業務時間は午前 7 時 30 分から 午後 3 時 30 分までと する。  

 

２ ． 業務内容 

＜日常業務＞ 

①男女更衣室貸し ロッ カ ーの点検 

②玄関（ 1 階及び 2 階） 及びロータ リ ー付近の清掃 

③1 階ロビー、 貸し 靴室前、 ギャ ラ リ ー及び風除室の床掃き 掃除 

④各種旗掲揚及び収納 

⑤館外周の清掃（ ゴミ 、 落ち葉）  

 

＜特別業務＞ 

①スケート 期間のリ ン ク サイ ド 、 団体休憩室清掃、 床掃き 掃除 

②夏季の植木の散水作業 

③外周の雑草取り 、 草刈作業 

④外周の生垣立ち木の剪定作業 

⑤スケート 期間のリ ン ク サイ ド 、 団体休憩室の巡回ゴミ 収集 

⑥プール期間の始業前の男女更衣室清掃（ スノ コ の粘着テープのローラ ーによる）  

 

３ ． 届け出書類等 

①作業報告書（ 作業内容・ 場所・ 作業人数の明記し たも の） を 提出し 、 施設管理者の 

点検を受ける こ と 。  

②業務責任者及び作業場所ごと に現場代理人を 選定し 、 事前に施設管理者に書面にて届け出 

る こ と 。  

 

４ ． その他 

  ・ 業務を 行う のに必要な器具及び資材は受託者の責任と 費用により 調達するも のと する。  
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番号 回 数 等 時 間 帯 個数・ 面積 そ の 他

1 1階ロビー・ 風除室・ 暖房室 203. 12㎡

ごみ回収・ 清掃 毎日 営業前

巡回回収・ ゴミ 箱回り 床掃き 巡回 営業中

券売機・ 自販機除菌作業 毎日 営業中

2 1階見学者ギャ ラ リ ー及び通路 54. 74㎡

ごみ回収・ 清掃 毎日 営業前

巡回回収・ ゴミ 箱回り 床掃き 巡回 営業中

3 １ 階事務室及び会議室（ 内） ・ Ｏ Ａ 室 114. 09㎡

床掃き 毎日 営業前

ごみ回収・ 清掃 毎日 営業前

4 1階会議室 58. 77㎡

床掃き ・ ごみ回収・ 清掃 適宜 営業中

5 1階加藤商会更衣室 18. 8㎡

床掃き ・ ごみ回収・ 清掃 適宜 営業中

6 職員用男女便所の清掃 15. 6㎡

便所の床、 床はブラ シ水洗い・ 水拭き 毎日 営業前

洗面器の清掃手入れ 毎日 営業中  2

便器の清掃手入れ・ 洗浄消毒含む 毎日 営業中  大3　 小3

用品確認（ ﾍ゚ ﾊー゚ ・ー 石鹼液・ 消毒液） 毎日 営業中

用品補給（ ﾍ゚ ﾊー゚ ・ー 石鹼液・ 消毒液） 巡回 営業中

女子用便所の汚物処理及び廃棄 毎日 営業前  2

7 1階男女便所及び男女身障者用便所の清掃 22. 13㎡

便所の床、 床はブラ シ水洗い・ 水拭き 毎日 営業前

洗面器の清掃手入れ 毎日 営業中  4

便器の清掃手入れ・ 洗浄消毒含む 毎日 営業前  大5 小2

用品確認（ ﾍ゚ ﾊー゚ ・ー 石鹼液・ 消毒液） 毎日 営業前

用品補給（ ﾍ゚ ﾊー゚ ・ー 石鹼液・ 消毒液） 巡回 営業中

女子用便所の汚物処理及び廃棄 毎日 営業前  3

8 1階通路・ 階段等の共用面の床掃き 巡回 営業中

日 常 清 掃 作 業 実 施 内 容 仕 様 書

ポート アイ ラ ンド スポーツセンタ ー

作　 業　 内　 容

64



番号 回 数 等 時 間 帯 個数・ 面積 そ の 他作　 業　 内　 容

9 25ｍプール男女便所・ 身障用便所清掃 31. 49㎡

便所の床、 床はブラ シ水洗い 毎日 営業前

洗面器の清掃手入れ 毎日 営業前  3

便器の清掃手入れ・ 洗浄消毒含む 毎日・ 巡回 営業前  大5 小3

用品確認（ ﾍ゚ ﾊー゚ ・ー 石鹼液・ 消毒液） 毎日 営業前

用品補給（ ﾍ゚ ﾊー゚ ・ー 石鹼液・ 消毒液） 巡回 営業中

女子用便所の汚物処理及び廃棄 毎日 営業前  3

10 25ｍプール男女更衣室・ 洗面コ ーナー 114. 67㎡

床面の床掃き ・ 水拭き 毎日 営業前

洗面器の清掃手入れ 毎日 営業前  8

スノ コ 上の清掃 毎日 営業前

スノ コ 下の清掃・ 床掃き ・ 水拭き 適宜 営業前 　

ごみ回収・ 清掃 毎日 営業前

11 25ｍプール男女シャ ワー室・ フ ッ ト バス 49. 05㎡

清掃・ 洗浄・ 水拭き 毎日 営業前

12 25ｍプール入口・ 改札ロビー 25. 9㎡

床面の床掃き ・ 水拭き 毎日 営業前

13 適宜 営業前 8 穴詰まり 注意

14 適宜 営業前 5. 13㎡

15 競技場男女更衣室 281. 4㎡

ごみ回収・ 清掃 毎日 営業前

16 競技場男女洗面所・ 洗眼場 洗眼場床　 　 11. 5㎡

床掃き 、 水洗い、 水拭き 毎日 営業前

洗面器、 洗面台回り の清掃手入れ 巡回 営業中

洗眼器、 洗眼台回り の清掃手入れ 巡回 営業中 プール営業時

17 競技場サイ ド ( プール及びリ ンク 周辺)

ごみ回収・ 灰皿屑入れ清掃 毎日・ 巡回 営業前 巡回ｽｹー ﾄ期間

屑入れの清掃
ジュ ース等で汚れた袋は取り 替える 毎日・ 巡回 営業前 巡回ｽｹー ﾄ期間

 25ｍプール関係 面積は男女合計

25ｍプール 洗眼場及び洗眼器の清掃手入れ

25ｍプール 採暖室床面の清掃・ 洗浄・ 水拭き

 競技場( 50ｍ･飛込ﾌﾟ ﾙー･ﾒｲﾝﾘﾝｸ･ｻﾌﾞ ﾘﾝｸ) 関係 面積は男女合計
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番号 回 数 等 時 間 帯 個数・ 面積 そ の 他作　 業　 内　 容

18 競技場男女便所 52. 08㎡

便所の床、 床はブラ シ水洗い、 水拭き 毎日 営業前

洗面器の清掃手入れ 毎日 営業中  8

便器の清掃手入れ・ 洗浄消毒含む 毎日・ 巡回 営業中  大11 小5

用品確認（ ﾍ゚ ﾊー゚ ・ー 石鹼液・ 消毒液） 毎日 営業前

用品補給（ ﾍ゚ ﾊー゚ ・ー 石鹼液・ 消毒液） 巡回 営業中

女子用便所の汚物処理及び廃棄 毎日 営業前  7

19 競技場男女フ ッ ト バスの水洗い、 水拭き 毎日 営業前 27. 38㎡ プール営業時

20 2階ロビー、 風除室及びロビー前通路 339. 8㎡

床掃き ・ ごみ回収・ 清掃 適宜・ 巡回 営業中

巡回回収・ ゴミ 箱回り 床掃き 大会時巡回 営業中

21 メ イ ンスタ ンド 男女便所清掃 122. 8㎡

便所の床、 床はブラ シ水洗い 適宜・ 巡回 営業中

洗面器の清掃手入れ 適宜・ 巡回 営業中  19

便器の清掃手入れ・ 洗浄消毒含む 毎日・ 巡回 営業中  大23 小10

用品確認補給( ﾍ゚ ﾊー゚ ・ー 石鹼液・ 消毒液) 毎日・ 巡回 営業中

女子用便所の汚物処理及び廃棄 毎日 営業中  15

22 1階Ｅ Ｖ ホール及びＥ Ｖ 内　 床掃き 毎日・ 適宜
営業前
営業中

18. 11㎡

23 1階選手招集室 53. 27㎡ 便所含む

床掃き 適宜 営業中

ごみ回収・ 清掃 毎日 営業中

選手招集室内男女便所清掃 8. 29㎡

便所の床、 床はブラ シ水洗い 適宜・ 巡回 営業中

洗面器の清掃手入れ 適宜・ 巡回 営業中  2

便器の清掃手入れ・ 洗浄消毒含む 適宜・ 巡回 営業中  大4 小1

用品確認補給( ﾍ゚ ﾊー゚ ・ー 石鹼液・ 消毒液) 適宜・ 巡回 営業中

女子用便所の汚物処理及び廃棄 毎日・ 適宜
営業前
営業中

 2

24 1階役員控え室 57. 01㎡

床掃き 適宜指示 営業中

ごみ回収・ 清掃 毎日 営業中

大会等で使用する
場合は営業前に作
業を行うこと
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番号 回 数 等 時 間 帯 個数・ 面積 そ の 他作　 業　 内　 容

25 場外休憩所　 ごみ回収・ 屑入れ清掃 毎日・ 巡回 営業前 スケート 期間

26 食堂休憩室 111. 42㎡

屑入れの清掃処理 適宜・ 巡回 営業中

27 2階貴賓室・ Ｅ Ｖ ホール 39. 32㎡

床掃き 適宜指示 営業中

便所の床、 床はブラ シ水洗い 適宜指示・ 巡回 営業中

給湯室・ 洗面器の清掃手入れ 適宜指示・ 巡回 営業中 2

便器の清掃手入れ・ 洗浄消毒含む 適宜指示・ 巡回 営業中  大1 小1

用品確認補給( ﾍ゚ ﾊー゚ ・ー 石鹼液・ 消毒液) 適宜指示・ 巡回 営業中

屑入れ清掃 適宜指示 営業中

作業時間 営業前　 　 　  6時～ 9時

営業中　 　 　  9時～15時　 （ 常駐通常清掃）

営業中　 　 　 17時～19時　  ( ゴミ 収集清掃）  ＊大会開催時は異なる場合があり ます。

　 　 　 　 　 　 　 　 ただし 、 スケート 営業繁忙期は15時30分～19時30分と する

貴賓室は使用時
のみ清掃
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各部面積

南コーナー 15.12

北コーナー 15.6

客席 512.0

２階ロビー、風除室及びロビー前通路 339.8 軽食売場・倉庫部分除く

南コーナー 15.04

東通路 84.48 パイプ椅子保管部分除く

３階東通路 209.6 車椅子用観覧席部分含む

北東コーナー～南東入口前通路 69.2

メインスタンド     　席　共 1191.6 便所・ＥＶホールは除く

客席 512.00

上通路 129.28

南コーナー 16.64

北コーナー　   階段 40.8

  北通路 105.12

場 所 面 積 備 考

バックスタンド　    席　共 873.04 便所フットバス等は除く
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番 号

競技会・ 練習会開催後における

ゴミ 収拾・ ゴミ 収集

※バッ ク スタ ンド 側便所

　 　 　 （ 夏の水泳大会のみ）

※選手召集室 毎回実施 別紙図面

※役員控室

※男子更衣室及び便所

1階 　 ⇒ ※女子更衣室及び便所

※シャ ワー室フ ッ ト バス

※リ ンク 又はプールサイ ド

1階 　 ⇒ ※暖房室

※食堂・ 休憩場所回り

メ イ ン ・ バッ ク スタ ンド を 使用する

競技会・ 練習会開催後における

ゴミ 収拾・ ゴミ 収集

※バッ ク スタ ンド 側便所及び 別紙図面

　 　 フ ッ ト バス

※バッ ク スタ ンド 座席及び通路 一部主催者側で

※メ イ ンスタ ンド 座席及び通路 ゴミ 等の収拾収集

　 　 便所 を 実施する場合が

※メ イ ン スタ ンド 側ロビー等 あり ます。

※エレ ベータ ー前通路及び

　 　 身障者用男女便所

競技会・ 練習会開催後における

便所の床、 洗面器の清掃手入れ、 便器洗浄

含む

女子用便所の汚物処理及び廃棄 毎回実施 別紙図面

※男子更衣室及び便所

1階 　 ⇒ ※女子更衣室及び便所

※シャ ワー室フ ッ ト バス

競技会・ 練習会開催後における

便所の床、 洗面器の清掃手入れ、 便器洗浄

含む

女子用便所の汚物処理及び廃棄 毎回点検の上

1階 　 ⇒ ※バッ ク スタ ンド 側便所 適宜実施 別紙図面

2階 　 ⇒ ※メ イ ンスタ ンド 側便所

3階 　 ⇒ ※身障者用男女便所

競技会・ 練習会開催後における床等清掃

1階 　 ⇒ ※バッ ク スタ ンド 座席及び通路 適宜実施 別紙図面

2階 　 ⇒ ※メ イ ンスタ ンド 座席及び通路

3階 　 ⇒ ※通路及びＥ Ｖ 前ホール

実施日

3

4

5

実施日については別途大会日程が決定次第に通知する。

2

1階 　 ⇒
使用時は毎回実施

2階 　 ⇒

3階 　 ⇒

1

1階 　 ⇒

競技会 ・  練習会の清掃作業
                                        別紙 図面水色部分

作　 業　 内　 容 回　 　 数 備　 　 考
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番 号

1階 ・  2階

事務所 ・  玄関ロビ ー ・  ホール 臨時休館日 別紙図面

・ 医務室・ 共用通路 （ 別途指定する 日）

拭き 掃除の後、 洗剤によ る 払拭を 行い、

事務所及び玄関ロビ ーは、 艶出ワッ ク ス

磨き で仕上げを する 。 年4回

1階 ・  2階

セン タ ー窓ガラ ス清拭 別紙図面

　 各部屋間仕切り 丈夫及びガラ ス扉を 含む 同　 　 上

　 ( 1) 磨き 洗剤を 使用し 、 拭き 掃除を 行う

　 ( 2) 窓ガラ ス清拭の際、 同時に行う 。 年3回

1階 ・  2階

各更衣室及び便所清掃 別紙図面

ｼｬﾜｰ室及び 冬季は25mﾌﾟ ﾙーのみ 同　 　 上

ﾌｯﾄﾊ゙ ｽの清掃 実施する

更衣室スノ コ 下　 掃除水拭き 　 乾燥

便所の床磨き （ 洗剤等によ る ）

洗面器の清掃手入れ、 便器洗浄含む 年4回

1階 ・  事務所内応接室及び会議室

　 　 　  選手控室・ 加藤商会更衣室 同　 　 上 別紙図面

2階 ・  貴賓室

　 　  　 じ ゅ う たん洗浄清掃 年1回

メ イ ン スタ ン ド 及びバッ ク スタ ン ド 　

床面清掃 同　 　 上 別紙図面

座面の拭き 掃除

年2回

すべての便所シャ ワー室フ ッ ト バスの 　 別紙図面

洗浄強化・ 壁タ イ ル面の洗浄 同　 　 上 5月はすべて

（ 5月は 25m 50m 、 10月は 25mのみ実施） 年2回 10月は25mのみ

実施回数及び時期（ 予定） 　回数 年4回

1

       臨時休館日等における定期清掃
                                　   別紙図面黄色範囲部分

作　 業　 内　 容 回　 　 　 数 備　 　 　 考

2

3

4

5

6

内　 　 　 　 容 実 施 日 備　 　 　 　 考

5月上旬 　 1　 　 2　 　 3　  　 　 　 5　 　 6　 休館日 　 50m・ 飛込みプール開業前

時　 期

2月下旬 　 1　 　 　 　  3　  　 　 休館日 　 スケート 繁忙期中

8月上旬 　 1　 　 2　 　 3　 　 4　 休館日 　 夏休み期間中

 10月下旬 　 1　 　 2　 　 3　 　 　  　 5　 　 6　 休館日 　 スケート 開業後直
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番号 回 数 等 時 間 帯 個数・ 面積 そ の 他

1 1階・ 2階玄関前広場・ 館外休憩所 614. 0

広場床掃き ・ 鳥糞清掃（ 床その他） 毎日・ 適宜 営業前 2階は使用前

2 1階ロ ータ リ ー周辺 144. 0

床掃き ・ 鳥糞清掃（ 床その他） 毎日・ 適宜 営業中 2階は使用前

3 館周辺生け垣及び回り 約750ｍ

剪定・ 雑草取り ・ 草刈り ・ ゴミ 収拾・ 落ち
葉収拾及び処理

適宜・ 巡回 営業中

生け垣等散水 適宜・ 巡回 営業中

4 館周辺中木、 低木の剪定及び周辺 約750ｍ 剪定は年2回

剪定・ ゴミ 収拾・ 落ち 葉収拾及び処理 適宜・ 巡回 営業中

番号 回 数 等 時 間 帯 個数・ 面積 そ の 他

1 1階ロ ビ ー・ 風除室　 　 　 　 　 　 　 床掃き 毎日 営業前 181. 7

2 1階暖房室及び暖房室通路　 　 　 　 床掃き 毎日 営業前 75. 3

3 1階見学者ギャ ラ リ ー及び通路　 　 床掃き 毎日 営業前 83. 2

4 1階玄関　 　 　 　 　 　 　 床掃き ・ 落葉収拾 毎日 営業中 160. 0

5 毎日 営業前
50ｍﾌﾟ ﾙー期間
スケート 期間

6 建物回り の清掃・ 散水作業 毎日・ 巡回 営業中

7 玄関靴拭マッ ト の除塵清掃 営業中

8 男女更衣室清掃
毎日
始業前

281. 0 50ｍﾌﾟ ﾙー期間

9 男女更衣室貸ロ ッ カ ーの点検
毎日
始業前

640個

Ｐ Ｓ Ｃ 館内外周辺清掃及び植栽管理

作　 業　 場　 所　 ・ 　 内　 容

作　 業　 場　 所・ 作　 業　 内　 容

競技場サイ ド （ プ ール及びリ ン ク 周辺）
清掃・ 床掃き
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３  機械警備業務仕様書 
 

  

 現況は、 神戸市立ポー ト ア イ ラ ン ド ス ポ ーツ セ ン タ ー（ 以下「 Ｐ Ｓ Ｃ 」 と い う 。） にお

い て は、 警備会社と 委託契約を 締結し て い る 。 業務仕様書は概ね下記のと おり で あ る 。  

 

１ ． 警備対象  Ｐ Ｓ Ｃ  

 

２ ． 警備方法  火災、 侵入に 対す る 通信回線を 用い た 機械警備 

（ 1） 感知器は、 内部セ ン サー及びマ グ ネ ッ ト と し 、 設置場所はＰ Ｓ Ｃ の指示のと お り と

す る 。  

（ 2）Ｐ Ｓ Ｃ も し く はテ ナ ン ト から 警備装置に よ る 非常連絡等を 受けた 際に は、必ず施設、

警備機械お よ び警備操作に 精通し た 者と 連絡がと れる こ と 。  

 

３ ． 警備時間  Ｐ Ｓ Ｃ 職員の退勤時から 翌日の出勤時ま で で 、 概ね次のと お り  

( 1) 火災監視  終日 

( 2) 侵入監視  開館日： 21時から 翌日９ 時ま で  

        休館日： ９ 時から 翌日９ 時ま で  

        （ 休館日ま た は、 冬期の営業時間外の専用利用時間に お い て 開館す る 場

合は、 開館に かかる 職員の入室から 退出ま で の間は除く 。）  

 ※ 提案に よ る 規則改正に よ り 、 休館日・ 開館時間の変更があ り う る 。  

 

４ ． 警備業務内容 

 ( 1)  警備会社が設置す る 機械・ 機器・ そ の他の器具( 以下「 警報機器」 と い う ) は、 警備

会社の所有に 属し 、 警備範囲は概ね館内全般に 及ぶ。  

（ 2） 警備会社は、 異常を 受信し て こ れを 示す機械設備及び 当該機械設備の正常動作を 確

認し 得る に 必要な 機器を 設置し 、各種感知器及び Ｐ Ｓ Ｃ の設備等から の異常信号を 、

警備会社の監視セ ン タ ーへ送信する 。  

( 3)  業務に あ た っ て は、警備会社は管制担当員を 定め、異常の有無を 間断な く 監視す る 。

火災監視で は、 警備会社は警備機器に よ っ て 感知さ れる 火災異常の監視を 行う 。 ま

た 異常情報を 受信し た と き は、 遅滞な く Ｐ Ｓ Ｃ 又は、 時間外の場合は、 予め指定し

た 緊急連絡者へ電話連絡す る 。 火災発生と 判断し た と き は直ち に 、 消防機関に 通報

し 、 緊急出動を 要請する と と も に 、 緊急要員を Ｐ Ｓ Ｃ に 急行さ せ、 必要な 処置を と

る 。  

( 4)  侵入監視で は、 警備会社は警備機器に よ っ て 感知さ れる 侵入異常の監視を 行う 。 ま

た 、 異常情報を 受信し た と き は、 遅滞な く 緊急要員を 急行さ せ、 異常事態の内容の

確認を 行い 、 そ の結果必要と 認めた と き は、 警察機関に 通報し 、 緊急出動を 要請す

る と と も に 、 事態の拡大防止のた め必要な 処置を と る 。  
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( 5)  警備会社は、 警報機器を 常に 正常な 機能を 維持する た めに 年２ 回以上点検を 行い 、

点検の都度そ の結果を Ｐ Ｓ Ｃ に 報告する 。万一異常が生じ た 場合は至急修理を 行う

こ と 。  

( 6)  警備会社は、 警備時間中に Ｐ Ｓ Ｃ で 事故が発生し た と き は、 遅滞な く 当該事故の状

況、 そ の他詳細に つい て Ｐ Ｓ Ｃ に 報告書を 提出す る 。  

   

５ ． 経費の負担 

( 1)  警備機器及び 設置工事費はす べて 警備会社の負担と し 、 設置前に PSCの承認を 得る

こ と 。  

( 2)  警備機器の補修又は交換に 要す る 費用は、 そ の原因が指定管理者の責に 帰す べき

事由に よ る と き は、 指定管理者の負担と する 。 ま た 、 指定管理者の都合に よ る 警報

装置等の移転も し く は撤去す る 場合は、 そ の費用は指定管理者の負担と する 。  

 ( 3)  警備会社の過失に よ り 事故が生じ た 時の損害は、 PSCの指示に 従っ て 警備会社が補

修し 、 又は損害の責任を 負う も のと する 。 ま た 第三者に 損害を 与え た 場合も 同様と

す る 。  

  

78



４  館内外害虫駆除業務仕様書 

 

１ ． 管理場所 

神戸市立ポート アイ ラ ン ド スポーツ セン タ ー（ 以下「 Ｐ Ｓ Ｃ 」 と いう ）  

   ・ 地下浄化槽、 事務室、 更衣室、 1， 2階ロ ビ ー、 シャ ワー室、 貴賓

室、 25ｍ温水プール、 50mプール等 

   ・ 建物外周側溝、 外周樹木（ 大量発生等の必要時） 等 

 

２ ． 管理対象 

蚊・ 油虫・ アリ ・ ムカ デ、 その他の害虫・ 鼠防除 

 

３  ． 管理内容およ び回数 

 全館一斉油虫防除  年7回  ５ , ６ , ７ , ８ , 10, 12, ２ 月 

    外周側溝害虫防除  年７ 回  ４ , ５ , ６ , ７ , ８ , 10, ２ 月 

    外周樹木害虫防除  年４ 回  ４ , ６ , ８ , 10月 

    アリ 防除対策    年４ 回  ５ , ６ , ７ , ８ 月 

    蚊発生集中対策   年６ 回  ４ , ５ , ６ , ７ , ８ , ９ 月 

    鼠防除       年５ 回  ６ ， 7， 10, 12, ２ 月 

    保守点検      年12回（ 月１ 回）   

 

４ ． 期間 

指定管理期間 

 

５ ． 業務 

外周側溝害虫防除 外周側溝を 薬剤散布処理及び煙霧方式によ る 防殺虫施工 

   外周樹木害虫防除 外周樹木を 残留噴霧方式及び煙霧方式によ る 防殺虫施工 

   アリ 防除対策   残留噴霧方式及び煙霧方式によ る 防殺虫施工 

   蚊発生集中対策  残留噴霧方式及び煙霧方式によ る 防殺虫施工 

   全館一斉油虫防除 全館を 残留噴霧方式及び煙霧方式によ る 防殺虫施工 

                       異常発生の時はULV（ Ul t r a Low Vol ume 濃厚少量噴霧 ）  

煙霧方式を 採用 

   鼠防除      殺鼠剤、 捕鼠器の配置・ 点検（ 毒餌等の補充交換）  

防鼠剤の散布及び鼠の出入り 穴等の補修、 特殊施工 

 

６ ． 薬剤 

プールを 営業し ており 、 また幼児子ども の利用も 多いため、 薬剤の選

定はそれら を 考慮し て行う こ と 。 館外については可能な限り 、 捕殺や幼
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虫などが集団で生活し ている 枝の剪定などで対処し 、 使用農薬について

は部分散布など減量化に努めてく ださ い。 農薬取締法等関連法規及びメ

ーカ ー等で定めら れている 仕様安全基準（ 散布量、 濃度）、 使用方法を 遵

守する こ と 。  
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５  氷面維持管理及び関連業務に関する仕様書 

 

１  氷質維持 

① 常に一定で均一な氷質を維持するため、毎日定点（ 東・ 西・ 中央・ ブルーラ イ ンの各 4 点 計

13 ヵ 所） で氷厚（ メ ッ シュ 上の氷厚は３ ５ ｍｍ～４ ０ ｍｍと し 、 利用状況により 調整） を 測

定し 維持する。 利用終了後は必要に応じ 散水し 、 結氷する。 またフ ェ ンス基部も 、 定期的に

サイ ド カ ッ タ ーを かけ、 氷厚を 調整するこ と 。  

 ② 氷の状態を 常に監視し 、 冷凍機運転管理者（ 以下「 運転管理者」 と いう 。） と 協力し て氷状を

最良の状態に維持する 。 整氷・ 散水時間が、 あら かじ め決定し ている場合には、 運転管理者と

連携を取り 、 利用者の支障になら ないよう 注意するこ と 。  

 ③ 入場者の状況に対応し 、 氷を 最良の状態に維持するこ と 。  

④ 競技大会･競技種目に応じ 、 氷を 最適の状態に維持するこ と 。  

 

２  氷面削整機 

 ① 氷面の維持にあたり 、 氷面削整機を 使用し 、 その点検・ 整備及び充電を 行う こ と 。（ 氷面削

整機の設置及び管理については別紙）  

② 氷面削整作業に伴う 融雪作業を 行う こ と 。  

 

３  リ ン ク 上の安全の確保 

① 氷質維持の作業に当たり 、 利用者の安全に配慮し 、 スケート リ ンク 外における物品の整理、

及び利用者の秩序維持を行う こ と 。  

② 初心者が安全に滑走でき るよう 、 必要に応じ て、 滑走技術等の簡易な指導を 行う こ と 。  

③ スケート リ ンク 内外でけが人等が発生し た場合、 速やかに、 救護すると と も に、 必要に応じ

て応急措置を 施すこ と 。  

④ 上記の目的を 達成するために、 メ イ ンリ ン ク 及びサブリ ンク に常時１ 名ずつの監視員を おく

こ と 。  

 ⑤ リ ンク サイ ド 、 フ ェ ンス等リ ンク 周辺を １ 日に１ 回開業前に巡回し 、 必要に応じ て保守・ 修

理等を行う 。  

４  責任者の選任  

現場責任者を 選任するこ と 。  

 

５  業務引継ぎ 

   監視交代の際には、 必ず業務引継ぎを行う こ と 。  

 

６  その他 

 ① 上記業務の他必要に応じ 氷上監視を 行う こ と 。  

 ② その他氷質管理に必要な業務を 行う こ と 。  
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【 別紙】  

 

氷面削整機の設置及び管理   

          

１  設置及び維持管理  

① 指定管理者は、 氷面の維持管理を 行う ため、 氷面削整機を 設置するこ と 。 設置する機械につ

いては、 屋内スケート リ ンク であるこ と に鑑み、 電気駆動のも のと する。  

 

② スケート シーズン前に、 各部位、 機能、 性能等について使用に当たり 、 十分な状態になるよ

う 点検整備（ オーバーホール、 消耗部品・ 油脂等の取替え等を 含む） し 、 試運転を し たう え

で、 期間中に、 ト ラ ブルが起こ るこ と のないよう 維持管理に細心の注意を 図るこ と 。  

 

③ 期間中に故障等が発生し た場合には、 速やかに技術者を派遣し 修理復旧する。 なお、 リ ンク

の運営に支障がある場合は、 速やかに代替の削整機を 提供する 。  

 

 ④ 削整機は、 PSC 内の保管場所から リ ンク までの高さ の都合上、 車高は、 ２ ． ２ ｍ以下と する

こ と 。 なお、 車庫（ 整氷車庫） において、 保管し 、 保守・ 点検・ 充電等の作業を行う こ と 。  

 

 

２  大会の準備 

  大会開催にあたり 、 予備の削整機が必要な場合は、 PSC と 協議のう え別途設置する。  
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６  スケート リ ンク 解氷・ 解体作業にかかる仕様書 

 

 １  作業概要 

   スケート リ ンク の閉鎖後は、 夏季プール営業に備え、 リ ンク フ ェ ンス及びリ ンク 仮設床等の

設備一切を、 次シーズンの組立に支障を及ぼすこ と なく 撤去格納する。  

   作業の進捗を統括する現場管理者を 配置し 、 安全に十分留意し 作業を 行う こ と 。 作業手順の

概略は下記のと おり である。  

 

 ２  作業内容 

① 氷は散水にて融解し 、 その排水は水中ポンプで雑排水と し て排水する こ と 。 その際、 氷

面塗装に使用の残存物については、 廃棄物処理するこ と 。  

   ② 防護フ ェ ンスを 解体、 撤去、 格納 

   ③ ゴムシート を 巻取り 撤去、 格納 

   ④ サイ ド フ ロアを 解体、 撤去、 格納 

   ⑤ 波板の取外し 及び格納 

     状況により 乾燥後錆止め塗装するこ と 。  

   ⑥ 冷却管を取外し 及び格納  

     取外し の際、 ブラ イ ン液を 漏ら さ ないこ と 、 また万一漏ら し た場合は、 最終末端まで十

分に洗浄するこ と 。 また冷却管内部も 十分に洗浄し 、 乾燥さ せ格納するこ と 。  

   ⑦ 防水シート の解体、 撤去、 格納 

     次回組立時に使用する部分は、 十分に洗浄し 、 乾燥さ せ格納するこ と 。  

   ⑧ 主フ ェ ンスの解体、 撤去、 格納 

   ⑨ フ ェ ン スフ レ ームを解体、 撤去、 格納する。  

     （ 必要に応じ て状況により 、 乾燥後錆止め塗装を するこ と 。）  

   ⑩ サブヘッ ダーの解体、 撤去、 格納 

     取外し 後、 全体を 洗浄し 乾燥さ せ、 錆止め塗装を行う こ と 。  

   ⑪ 床パネルの解体、 撤去、 格納 

     十分な乾燥期間を 取るこ と 。  

   ⑫ 大引、 ツカ 材の解体、 撤去、 格納 

     大引は、取外し 後、乾燥さ せ錆止め塗装を行う こ と 。またツカ 材は乾燥後格納するこ と 。  

   ⑬ 筋交の解体、 撤去、 格納 

     取外し 後、 全体を 洗浄し 乾燥さ せ、 錆止め塗装を行う こ と  

   ⑭ 鋼製架台の解体、 撤去、 格納 

     取外し 後、 全体を 洗浄し 乾燥さ せ、 錆止め塗装を行う こ と 。  

   ⑮ 格納は、 南側駐車場脇のピッ ト から 地下に移動式ク レ ーンで搬入を 行う こ と 。 ただし 、

指定管理者において、 他に保管場所を 確保でき る場合は、 こ のほかの方法によ るこ と も

でき る。  
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   ⑯ ベースジャ ッ キの解体、 撤去、 格納 

     取外し 後、 全体を 洗浄し 乾燥さ せ、 錆止め塗装を 行っ てから 、 グリ スアッ プするこ と 。 

   ⑰ 全ての解体撤去後、プール内及びプールサイ ド の清掃を 行いプールと し て使用でき るよ

う 十分に清掃するこ と 。  

      

 ３  注意事項 

   ① 事前に作業計画及び工程表を 作成し 、 神戸市文化スポーツ局所管課（ 以下「 所管課」 と

いう 。） の承認を 得るこ と 。  

   ② 当該作業において発見さ れた損傷部は、 所管課の立会いのも と で確認し 、 写真撮影（ カ

ラ ー） を 行う 。 最終的に、 損傷部分の名称、 種別、 数量等の一覧表を 作成し 提出する と

こ 。  

     尚、 万一作業中に部材を 損傷し た場合は、 原状に復旧する こ と 。  

   ③ 再度の組立に際し て問題が生じ ないよう に、 各組み合わせ部分には、 全て合いマーク 記

号を 、 記し 、 解体、 撤去、 格納するこ と 。  

     特に、 メ イ ンリ ン ク と サブリ ンク の部材を 混同にし ないこ と 。  

 ④ 乾燥に際し ては、 通気を 十分配慮するこ と 。 特に、 床パネルの乾燥には、 十分な期間を

取るこ と 。  

④  格納時には、 材料と 通気性を 十分に配慮するこ と 。  

⑤  作業中は、 建物、 既設設備に十分な養生を 行う こ と 。 万一損傷し た場合には、 原   

状に復旧する こ と 。  

⑦ 現在、 PSC 内の格納庫にすべての部材・ 機材等は格納さ れている。 すべての部材・ 機材

等が格納でき ない場合は、 指定管理者は、 保管に適し た倉庫等を 用意し 運搬格納を 行う

こ と 。  

⑧ 現場責任者に事故ある時は、 代替責任者を立て、 作業を 中断する こ と なく 、 工期内解体

を 完結さ せる。  

 

（ 参 考）  

令和 7 年度解氷・ 解体作業に要し た期間 

3 月 31 日～5 月 5 日 36 日間 
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７  スケート リ ンク 組立・ 結氷作業にかかる仕様書 

 

 １  作業の概要 

   夏季プール終了後、冬季スケート リ ンク 営業に備えリ ンク フ ェ ンス及びリ ンク 仮設床等の設

備一切を 別に定める手順に従っ て組立、 結氷を 行う 。 なお、 リ ンク フ ェ ンス及び仮設床は神戸

市が提供する 。 なお、 消耗品の負担及び軽微な修理は指定管理者が行う こ と と するが、 経年劣

化等に伴い、 取替え・ 大改修等が必要な場合は、 所管課と 協議を行い、 予算措置がさ れた場合

にのみ取替え等を 行う も のと する 

   作業の進捗を統括する現場管理者を 配置し 、 安全に十分留意し 作業を 行う こ と 。 作業手順の

概略は下記のと おり である。  

 

 ２  作業内容 

   ① 仮設養生 

     建物、既設設備、特にプール内外のタ イ ルを 破損し ないよう に十分仮設養生を行う こ と 。 

   ② 鋼製架台の搬入組立 

     高所作業が伴う 箇所での作業は、 安全の確保に努めるこ と 。  

   ③ 筋交の搬入組立 

     高所作業が伴う 箇所での作業は、 安全の確保に努めるこ と 。  

   ④ 大引、 ツカ 材の搬入組立を 行う 。  

     特に高所作業が伴う 箇所での作業は、 安全の確保に努めるこ と 。  

   ⑤ 床パネルの搬入組立を 行う 。   

     段差、 ずれが生じ ないよう 水平確実に敷き 込むこ と 。 また固定用ボルト 等の突起物の点

検を 十分に行う こ と 。  

   ⑥ フ ェ ン スの搬入組立 

   ⑦ サブヘッ ダーの搬入組立 

   ⑧ 防水シート の搬入組立 

   ⑨ 冷却管を敷設 

   ⑩ 整列板を敷設 

   ⑪ サイ ド フ ロアの搬入組立 

   ⑫ ブラ イ ンの張込み 

   ⑬ 結氷 

   ⑭ 白メ ッ シュ 敷き 詰め 

⑮ メ ッ シュ 素材による氷上ロゴ設置（ 神戸市章・ PSC ロゴについては、 別紙のと おり と す

るが、 別途ロゴを 設置する場合は、 指定管理者の負担にて行う ）  

アイ スホッ ケーにかかるラ イ ン設置はアイ スホッ ケー公式国際競技規則による。  

⑯ 結氷作業の仕上げ 

⑰ ゴムマッ ト の敷き 込み 
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   ⑱ 防護フ ェ ンスの搬入組立 

  

３  注意事項 

① 事前に作業計画及び工程表を 作成し 、 所管課の承認を 得る こ と 。  

② 搬出組立に際し ては、 部材に損傷を 与えないよう に十分に注意するこ と 。  

③ 解体時の合いマーク 記号を確認し 、 組立作業を 行う こ と 。  

④ 倉庫保管中に生じ た損傷は、 原状に復するこ と 。 錆の発生についても 同様と する。  

⑤ 組立の途中及び完了後の自主検査は、 十分に行う こ と 。  

特に、 鋼製架台組立時の締結部の確認、 ブラ イ ン配管系統の冷却管及びサブヘッ ダー接

続部の圧力テスト は、 十分に行う こ と 。  

⑥ 設営・ 結氷に要する床パネル板、 大引き 、 ツカ 材、 冷却管受台、 ビニールシート 類の補

充部材は、 委託契約内と する。  

⑦ 設営、 結氷時には、 必要に応じ て、 不凍液（ ナイ ブラ イ ン） 1,100ｋ ｇ 以上を補充するこ

と 。  

⑧ パッ キン、 ボルト ・ ナッ ト 類の消耗品雑材は、 指定管理者の負担と する。  

⑨ 現場責任者に事故ある時は、 代替責任者を立て、 作業を 中断する こ と なく 、 工期内設営

を 完結さ せる。  

 

 

（ 参 考）  

令和 7 年度組立・ 結氷作業に要し た期間 

9 月 22 日～11 月 7 日  47 日間 
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８  スケート 用具、 水泳用具等の保守・ 点検等にかかる仕様書 

 

１  点検内容 

指定管理者は、別表「 付属設備の点検等」 のと おり 保守・ 点検・ 清掃等を 行い、必要に応じ て、

軽微な修理等行う こ と 。  

 

２  期間  

  指定管理期間内における、 各施設の営業期間中及びその開始直前及び終了直後。  

 

３  大規模な修理等必要と する場合は、 文化スポーツ局所管課と 協議を 行う こ と 。  
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使用前 使用後
50ｍﾌﾟ ﾙー 50ｍﾚ ﾝーﾛ ﾌーﾟ 11本 ｼ ｽー゙ ﾝ前 破損 破損

50ｍﾚ ﾝーﾛ ﾌーﾟ 巻取器 11台 ｼ ｽー゙ ﾝ前 破損 破損
5ｍﾌﾗｯｸﾞ 2本 ｼ ｽー゙ ﾝ前 破損 破損
不正出発防止ﾛ ﾌーﾟ 2本 ｼ ｽー゙ ﾝ前 破損 破損
ﾌﾗｯｸﾞ ･不正出発防止ﾛ ﾌーﾟ 支持金物 8本 ｼ ｽー゙ ﾝ前 破損 破損
競泳用自動審判計時装置（ プリ ン ティ ン グタ イ マー　 PT-8000) 3台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ｽﾀ ﾃーｨﾝｸﾞ ﾌﾞ ﾛｯｸ( ﾘﾚｰ引継判定ｾﾝｻ付) 16台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ｽﾀ ﾃーｨﾝｸﾞ ﾌﾞ ﾛｯｸ( ﾘﾚｰ引継判定ｾﾝｻ付) ｶﾊ゙ ｰ 16台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ｽﾀ ﾃーｨﾝｸﾞ ﾌﾞ ﾛｯｸ( 練習用) 4台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ｽﾀ ﾃーｨﾝｸﾞ ﾌﾞ ﾛｯｸ収納台車 5台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ﾀｯﾁﾌﾟ ﾚ ﾄー 18枚 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ﾚ ﾝーﾎ゙ ｯｸｽ( ﾀｯﾁﾌﾟ ﾚ ﾄー用) 16台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ｽﾀ ﾄーﾎ゙ ｯｸｽ( ﾀｯﾁﾌﾟ ﾚ ﾄー用) 2台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ﾚ ﾝーﾎ゙ ｯｸｽ( ｸﾞ ﾘｯﾌﾟ ｽｲｯﾁ用) 16台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ｽﾀ ﾄーﾎ゙ ｯｸｽ( ｸﾞ ﾘｯﾌﾟ ｽｲｯﾁ用) 2台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ﾚ ﾝーﾎ゙ ｯｸｽ( ｺﾝﾊ゙ ﾀーｰ用） 8台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ｽﾀ ﾄーﾎ゙ ｯｸｽ( ｺﾝﾊ゙ ﾀーｰ用） 2台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ｸﾞ ﾘｯﾌﾟ ｽｲｯﾁ 24本 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ﾀｯﾁﾌﾟ ﾚ ﾄー収納台車( 6枚収納) 4台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ﾊ゙ ｯｸｽﾄﾛ ｸーﾚｯｼﾞ 18台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ﾊ゙ ｯｸｽﾄﾛ ｸーﾚｯｼﾞ 収納台車 2台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
電子式ｽﾀ ﾄー音発生装置( PS-1300) 2台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損 ｽﾋﾟ ﾄーﾞ ｽｹー ﾄ･競泳競技兼用
競泳用ﾃ゙ ﾀーﾊ゙ ｯﾌｧ( RSB-21) 3台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
水球用ﾌｨ ﾙーﾄﾞ ﾛ ﾌーﾟ 1組 ｼ ｽー゙ ﾝ前 破損 破損
水球用ﾌｨ ﾙーﾄﾞ ﾛ ﾌーﾟ 巻取器 1台 ｼ ｽー゙ ﾝ前 破損 破損
水球ｺﾞ ﾙー 3組 ｼ ｽー゙ ﾝ前 破損 破損
得点･ﾍ゚ ﾅﾙﾃｨｰ操作盤 1台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損 ｱｲｽﾎｯｹー ･水球競技兼用
時間操作盤 1台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損 ｱｲｽﾎｯｹー ･水球競技兼用
35秒計表示盤 4台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
清掃用ﾛﾎ゙ ｯﾄ( 飛込ﾌﾟ ﾙー兼用) 1台 ｼ ｽー゙ ﾝ前 動作 動作･破損
ﾍ゚ ｽーｸﾛｯｸ 2台 ｼ ｽー゙ ﾝ前 動作 動作･破損

飛込ﾌﾟ ﾙー 飛込板 4台 ｼ ｽー゙ ﾝ前 動作 動作･破損
ｱｯﾌﾟ ･ﾀﾞ ｳﾝ使用時のﾚ ﾝーﾛ ﾌーﾟ 7本 ｼ ｽー゙ ﾝ前 破損 破損

備考
点検内容

附属設備の点検等（ 別表）

施設 附属設備 数量 保守点検
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25ｍﾌﾟ ﾙー 25ｍﾚ ﾝーﾛ ﾌーﾟ 6本 毎日 破損 破損
25ｍﾚ ﾝーﾛ ﾌーﾟ 巻取器 2台 毎日 破損 破損
清掃用ﾛﾎ゙ ｯﾄ( 25ｍﾌﾟ ﾙー専用) 1台 毎日 動作 動作･破損
脱水機 1台 毎日 動作 動作･破損
放送用ｱﾝﾌﾟ 1台 毎日 動作 動作･破損
CDﾃﾞ ｯｷ 1台 毎日 動作 動作･破損
ﾜｲﾔﾚｽ受信機 1台 毎日 動作 動作･破損
ﾍ゚ ｽーｸﾛｯｸ 2台 毎日 動作 動作･破損

使用前 使用後
ｽｹー ﾄ 防護ﾏｯﾄ 85枚 ｼ ｽー゙ ﾝ前

着順判定ｸﾞ ﾘｯﾌﾟ ｽｲｯﾁｼｽﾃﾑ( ｽﾘｯﾄﾋﾞ ﾃ゙ ｵﾊ゙ ｯｸｱｯﾌﾟ ) 1組 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
電子式ｽﾀ ﾄー音発生装置( PS-1300) 2台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損 ｽﾋﾟ ﾄーﾞ ｽｹー ﾄ･競泳競技兼用
周回表示盤 1組 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
ｱｲｽﾎｯｹー ｺﾞ ﾙー 2組 ｼ ｽー゙ ﾝ前
得点･ﾍ゚ ﾅﾙﾃｨｰ操作盤( 水球兼用) 1台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損 ｱｲｽﾎｯｹー ･水球競技兼用
時間操作盤( 水球兼用) 1台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損 ｱｲｽﾎｯｹー ･ﾌｨｷ゙ ｭｱ･水球競技兼用
ｺﾞ ﾙー表示灯 2台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損

放送設備 拡声装置 1式 ｼ ｽー゙ ﾝ前 動作 動作･破損
ﾐｷｻー 2台 ｼ ｽー゙ ﾝ前 動作 動作･破損
CDﾃﾞ ｯｷ 2台 ｼ ｽー゙ ﾝ前 動作 動作･破損
MDﾃﾞ ｯｷ 2台 ｼ ｽー゙ ﾝ前 動作 動作･破損
ｶｾｯﾄﾃﾞ ｯｷ 1台 ｼ ｽー゙ ﾝ前 動作 動作･破損
ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ 2本 ｼ ｽー゙ ﾝ前 動作 動作･破損
有線ﾏｲｸ 2本 ｼ ｽー゙ ﾝ前 動作 動作･破損

電光掲示ｼｽﾃﾑ 表示制御ﾊ゚ ｿｺﾝ 1台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
表示編集ﾊ゚ ｿｺﾝ 1台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損
移動型計時装置( ST-306) 2台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損 ｱｲｽﾎｯｹー ･ﾌｨｷ゙ ｭｱ･水球競技兼用
競技処理ｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜ ｸー機器 2台 セイ コ ータ イ ムク リ エ ーショ ン 動作 動作･破損

附属設備の点検等（ 別表）

施設 附属設備 数量 保守点検
点検内容

備考
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９  コ イ ンロッ カ ー設置・ 管理基準 

 

１ ． 設置箇所    競技場     男、 女更衣室 

          温水プール   男、 女更衣室 

          1階ロ ビ ー 

 

２ ． 設置台数    ９ ２ ０ 台 

          競技場     ６ ４ ０ 台 男子更衣室 ( 340) 女子更衣室( 300)  

          温水プール   ２ ５ ０ 台 男子更衣室 ( 120) 女子更衣室( 130)  

          貴重品ロ ッ カ ー  ３ ０ 台 １ 階ロ ビ ー 

 

３ ． 設置期間    指定管理期間（ 参考： 設置委託費 月額77千円）  

 

４ ． 使用料金    ロ ッ カ ーの使用料金は、 １ 回当たり １ ０ ０ 円と する 。（ リ タ ーン 式）  

          個人ロ ッ カ ー 

 

５  日常管理 

（ １ ） 営業終了時には以下の内容を 確認する。  

   ・ コ イ ンロ ッ カ ー内に残置物がないか。  

   ・ 鍵の紛失がないか。  

   ・ 故障箇所がないか。  

 

（ ２ ） コ イ ンロッ カ ー本体に注意事項を掲示する。  

   

＜注意事項 記載例＞ 

   ①コ イ ンロ ッ カ ーの使用は施設使用者に限り ます。  

   ②コ イ ンロ ッ カ ーの使用期間は施設を使用する日の営業時間中に限り ます。  

   ③コ イ ンロ ッ カ ーの使用者は鍵を紛失し た場合は、 鍵交換費用を 負担し ていただき ます。  

④営業終了後に鍵のかかっ たコ イ ンロッ カ ーがある場合は、 管理者側で開錠し 、 残置物は事

務所内で一定期間保管し ます。  

 

（ ３ ） コ イ ンロッ カ ーの清掃を適宜行う 。  

 

（ ４ ） コ イ ンロッ カ ーは年 2 回定期的に業者による点検・ 修理を 受ける。  

 

６  残置物について 

（ １ ） 営業終了後に施錠さ れたままのコ イ ンロッ カ ーは、 開錠し て中身を 確認する。 その際は、

必ず複数職員で立会いのも と 行い、 残置物があれば回収する。  
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（ ２ ） 残置物は施設で一定期間保管し た後、 利用者から の申し 出がない場合は、 遺失物と し て所

管の警察に届け出る。  

 

７  鍵の紛失への対応 

 （ １ ） 鍵の紛失があっ た場合は、 鍵交換に要する費用は、 鍵を 紛失し た者に保証金と し て請求す

る。  

 

 （ ２ ） 鍵の紛失の申し 出があっ た場合は、 利用者の住所・ 氏名・ 連絡先を 確認する。  

 

（ ３ ） マスタ ーキーを 使用し てコ イ ンロッ カ ーを開錠する場合は、 本人確認を 十分に行う 。  

 

 （ ４ ） ２ か月の間、 紛失し た鍵が見つから ない場合は、 保証金により シリ ンダーごと 鍵を 交換す

る。  

（ ５ ） 保証金はポート アイ ラ ンド スポーツセンタ ーにて預かり 、 交換の前に鍵が見つかっ た場合

は直接事務所での返金も し く は銀行振り 込み（ 振込手数料は利用者負担） と する。  
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10 プール運営・ 監視業務仕様書 

 

１  プールの概要 

 （ １ ）  ・ 競技場プ ール        50ｍ×22ｍ     ８ コ ース 

                    水深1. 8 ～2. 0 ｍ タ イ ル製 

     ・ 飛込みプ ール        20ｍ×22ｍ 

                    水深4. 5 ～5. 0 ｍ タ イ ル製 

 （ ２ ）  ・ 温水プール(  ２ ５ ｍ）      25ｍ×10ｍ        ５ コ ース 

                    水深1. 0～1. 1 ｍ   アルミ 製 

 （ ３ ）  ・ 幼児用プ ール        水深0. 5ｍ        アルミ 製 

２  業務内容 

 （ １ ）  競技場プール及び温水プール遊泳者の監視業務 

     ・ プール内の監視室・ 監視台によ る 監視 

     ・ プールサイ ド 場内の巡回監視 

    ・ プ ール内、 プールサイ ド での迷惑行為およ び禁止行為の制止指導 

 （ ２ ）  救護業務およ び事故予防 

     ・ 事故発生時の救護措置、 手当、 連絡及び報告 

 （ ３ ）  競技場プール、 温水プールのプール内およ びプールサイ ド の清掃 

     ・ プール内清掃ロ ボッ ト によ る 清掃 

     ・ 水質の維持及び保全（ 水質検査は除く ）、 ゴミ 等の除去 

 （ ４ ）  付属器具及び設備の設置及び大会準備・ 片付け 

     ・ プール付属器具（ コ ースロ ープ、 スタ ート 台、 タ ッ チ板等） の着脱 

     ・ プール・ フ ロ アの設置及び引上げ 

 （ ５ ）  競技場プール、 温水プール場内の注意放送（ 携帯マイ ク または館内放送）  

     ・ 場内の注意喚起の案内放送 

 （ ６ ）  その他、 プ ール監視に付随する 業務 

３  監視員の配置人数 

○ ２ ５ ｍプ ール 

・ ６ 月上旬から ９ 月中旬（ 夏季営業期間） 平日１ 名、 土日祝など繁忙期２ 名 

・ 上記の期間以外           １ 日１ 名 

○ ５ ０ ｍプール（ 夏季営業期間のみ営業）   １ 日２ 名 

・ 一般利用時間内でコ ース専用利用がある 場合１ 日２ 名（ 通常利用と 同じ ）  
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・ こ の他に、 巡回要員と し て別途 １ 名配置 

・ 大会利用・ 練習利用時は監視員の配置はなし 。  

           

４ ． 監視員の配置基準 

  （ １ ） 監視員については、 競技場及び温水プール併用期間中は、 神戸市にあ

ら かじ め届け出た「 プール監視員配置表」 によ り 適切に配置する こ

と 。  

（ ２ ） 監視員については、 安全教育を 徹底し 、 業務内容全般に精通し た者を

置く こ と 。  

（ ３ ） 監視員のう ち 、 最低２ 名は日本赤十字社水上安全法救助員の有資格

者、 又はそれに準じ る 知識・ 技能を 有する 者を 常時配置し 、 その他の

監視員についても 市民救命士等の研修を 修了し た者を 配置し 、 利用者

の安全を 確保する こ と 。  

 

５ ． ポート アイ ラ ン ド スポーツ セン タ ーのプール運営業務 

  一般開放時のプール利用形態 

   ・ 競技場プール（ 50ｍプ ール）  

               ａ ． 通常コ ースロ ープは縦引き と し 、 大会、 コ ース貸し 等に

よ り 適宜本数は変更する  

           ｂ ． プ ール・ フ ロ アを プール北面、 南面の底に設置 

           ｃ ． 原則と し て小・ 中学生の利用は認めない。  

                 ただし 、 １ ０ ０ ｍ以上の泳力があり 、 保護者の

                承諾がある 場合はこ の限り ではない。  

   ・ 競技場プール（ 飛び込みプール）  

           一般開放はし ない （ 競技会、 練習会、 講習会のみ開放）  

   ・ ２ ５ ｍプール    主と し て、 一般開放（ コ ースを 限定し て教室利用有）  

   ・ その他共通事項   プール利用者は、 必ず水泳帽子を 着用 
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11 スケート 靴貸出業務仕様書 

 

１   業務場所     PSC内貸靴室 

 

２   業務内容     ・  スケート 靴の貸出（ 常時約３ ０ ０ ０ 足を 用意する こ と ）  

            ・  スケート 靴の研磨、 修理 

・  その他スケート 靴貸出業務に関連する 業務 

 

３   業務期間     １ ０ 月下旬～３ 月下旬 

 

４  業務ができ ない日  ・  ４ 月上旬～１ ０ 月下旬（ 夏季プール営業・

リ ン ク 組み立て作業・ 解体作業期間）  

            ・  休館日 毎週水曜日（ 祝日、 冬・ 春休み期間中は営業）  

            ・  大会日・ 練習会など 

・  年末年始休業日 毎年12月31日～１ 月２ 日 

上記の休館日等は規則の改正によ り 変更する こ

と がある 。  

 

５  業務時間      次の時間を 基準と する 。  

            ・  一般営業時間 

               平   日   午前10時 ～午後５ 時 

               土 曜 日   午前10時 ～午後７ 時 

               日・ 祝 日   午前10時 ～午後７ 時 

            ・  専用利用時間 

                    団体利用などによ り 業務を 必要と する 場合 

                 上記の時間帯は規則等の改正によ り 変更する こ と がある 。  

 

     ６  業務従事者数   次の人数を 基準に、 入場者予測を 十分に行い、 円滑に業務が 

                実施でき る よ う にする こ と 。  

                 ・  一般営業時間（ 目安）  

                    平   日   ２ ～３ 人（ う ち 、 責任者１ 人）  

                    土 曜 日   ３ ～４ 人（     〃   ）  

                    日・ 祝 日   ３ ～４ 人（     〃   ）  

                 ・  専用利用時間 

                   団体利用人数に応じ た人数 

 

     ７   スケート 靴    ・  革製の上等品を 使用する こ と 。  

・  サイ ズは15ｃ ｍ～31ｃ ｍを 用意する こ と 。  

                 ・  次の足数を 基準に、 入場者予測を 十分に行い、 足数、 サ 

                  イ ズなどに不足が生じ ないよ う にする こ と 。  

                    フ ィ ギュ ア用 約２ ， ６ ０ ０ 足 
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                    ホッ ケー用    約４ ０ ０ 足 

                    ２ 枚刃用     約２ ０ 足 

                  ・  常に点検・ 補修を 行い、 サービ スの向上に努める こ と 。  

                 ・  利用者から の種別、 サイ ズなどの交換希望に対し ては、  

                  柔軟に対応する こ と 。  

 

     ８   留意事項     ・  貸靴料の変更を 行う と き には、 神戸市文化

スポーツ 局所管課と 協議する こ と 。  
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